
１．研究の概要と目的 

（１）研究開発の目的・目標 

地域での学びを活かし「地域に必要とされる高校づくり」  

静岡県内の中核都市である浜松市は、ものづくりの街として大きな発展を遂げてきました。

しかし現在では、産業の空洞化に伴う経済的衰退や、一極集中による若年生産年齢人口の社会

的減少など、今後の地域経済の停滞が予想される地域となってしまいました。これが続けば県

内で育った人材が外部に流失してしまうため、将来の地域人材の育成や U ターンの促進が課題

となっています。また静岡県における私立高校は公立高校の併願先としての性格が強く、積極

的に選ばれる魅力ある学校作りが急務となっています。  

このような背景をもとに、2020 年に設置した地域創造コースでは、プロジェクト型学習を基

本として学外のコンソーシアムメンバーによる授業を実践してきました。校外の地域人材が各

プロジェクトの実行者として専門的な知識や指導を行う実践を通して、教師の負担を省力化し

生徒への助言や指導を手厚くすることができました。現在構想している新学科では、このプロ

ジェクト型学習を文理融合的に実施することで、多様な個性をもつ生徒との協働的な学びの場

を創出し、今まで以上に生徒達に主体的に学ぶ意識・習慣付けが可能になると考えています。

プロジェクトの実行には、様々な教科の視点が必要となります。学校設定科目としてプロジェ

クト型学習の創造的な学びの時間を設定することで、文理融合的・教科横断的な取り組みを実

践しやすい環境を整備することができ、多面的に物事を捉える視点をもつ生徒を育成できると

考えています。 

今後、社会では自ら課題を発見し解決する課題解決能力が求められます。そのためには生徒

一人一人に応じた探究的・創造的な学びが必要です。本校の新学科構想では 1 年次にはカリキ

ュラムとして決定したプロジェクトを実施しますが、2 年次には自ら設定した課題に対して、

仲間と協働しながら課題解決にあたります。この活動を通して、生徒がもつ個性や資質・能力

をそれぞれ主体的に発揮する場を創出することができます。本校ではアイディアを形にする力

を ART と捉え、プログラミング制作やプレゼンテーション能力、動画制作など、新設する学科

を STEAM 教育の実践の最先端として位置づけています。  

高校での学びが学校内で完結するのではなく、地域に学びの場を広げ地域に開かれた学校と

して変革する時代になっています。これまでの地域の魅力発信活動によって、2 年連続で想定

生徒数を超え本年度も定員の４倍を超える生徒が受験したことから、地域における創造的な学

びのニーズが高まっていることを確信しました。地域を学びの場に変え、地域に必要とされる

学校となるための改革として、本研究の実践を位置づけています。  



 

 

（２）これまでの取り組み 

本校では 2017 年度から総合的な学習の一環として探究活動を開始し、その活動実績を下地

として 2020 年度から普通科に地域の魅力発信に取り組む「地域創造コース」を、さらに 2021

年度には理系分野の探究に特化した「科学創造コース」を設置し、多様な学びを実現する学校

づくりに取り組んできました。 

  今回の申請では、この地域創造コースと科学創造コースを統合し、地域社会に対して多面的

な学びを展開する探究創造科を設置することを目指しています。本校でも地域創造コースの設

置を研究していた当時は、地域社会学科系統の文系のカリキュラムを基本としていました。科

学創造コースの活動を検証する中で、地域社会に対するアプローチは文系領域と理系領域で融

合する分野があることに気がつきました。そこで、以下の４つの視点から文系・理系の両系統

から地域とともに学ぶ新学科の設立を目指すこととしました。これらを通じて、多様な価値観

が共有される Society5.0 の世界に向け、生徒が文系と理系の学びの垣根を越えた教科横断的な

地域での学びを深め、将来のライフキャリアを形成することを目指しています。  

 

①地域での学びを、既存の地域創造・科学創造の両コースを融合させた教科横断的・系統的な

学びのカリキュラムとして再構築 

本校で実施するプロジェクト型学習は、1 年次では１つのプロジェクトを 2 ヶ月間で実施

します。調査や分析・プログラミングなどを通して地域社会の問題にとりくむ科学系、企画

や試作・動画制作などを通して地域社会の問題にとりくむ地域系の 2 系統で年間 5 つのプロ

ジェクトに取り組みます。その中で年間 2 つのプロジェクトは同じフィールドで活動するこ

とで、活動の相互共有や多様な個性を受け入れること、そして科横断的なカリキュラムの構



築を目指します。 

 

②地域企業や専門機関と連携したプロジェクト型学習を実施 

本校のプロジェクト型学習のポイントは、プロジェクトに地域のプロフェッショナルな

方々が大きく関わっていることです。1 年次でのプロジェクトは、専門的な知識や技術の指

導だけでなく授業開始時の課題の提示や評価も地域の方々が行い、より地域や専門家の方々

と密接に繋がった活動ができるようになります。 

 

③ART の観点を重視し、地域に還元 

本校では ART を「アイディアを形にする力」ととらえ、既存の学力だけでは評価されない

力を授業に取り入れていきます。科学系ではプログラミングなど ART の視点を取り入れた

STEAM 教育を、地域系では染色やポスターなど ART の視点を取り入れた ESD 的教科横断

教育に取り組みます。 

 

④実施プロジェクトを教材としてパッケージ化し、他校との協働で拡散 

本校でプロジェクト型学習を実施するもう一つの理由は、他地域への拡散のためです。こ

れまで多くの学校から実践についての問い合わせや協働の打診をいただきました。本校がイ

ンフルエンサーとなって実践の共有が進み、その先に本校生徒が他校生徒と協働しレクチャ

ーする、自地域だけではない地域と実践共有するプラットフォーム化を進めます。  

 

（３）新学科の目的と目指す資質 

 

 



＜取り組みの目的＞ 

本校が設置を予定している探究創造科では、『自立した学習者・表現者』の育成を取り組みの

目的としています。これまで本校普通科の生徒は、教科学力向上とそれによる上級学校への進

学を最大の目的としていました。そのため、高校での学びが受験ツール化し、生徒の学びが受

動的で意義を見いだしにくい現状がありました。新学科では本校の普通科地域創造コース・科

学創造コースでこれまで培った教育的知見を ART の視点で接続し、地域社会の抱える課題を

社会科学・自然科学それぞれの側面からとらえ直します。そして地元企業・研究機関・コーデ

ィネーターなどと協力しながら生徒自身の能力で課題解決までの道のりを表現できることを目

標とします。 

この学びを実現するため、学校設定科目をはじめとする各教科にて文理融合・教科横断型学

習を行い、3 年間を通して正解のない問いに挑む上で必要なリテラシー（情報収集力・情報分

析力・課題発見力・構想力・表現力・実行力）、コンピテンシー（対人基礎力【親和力・協働力・

統率力】・対自己基礎力【感情制御力・自信創出力・行動持続力】・対課題基礎力【課題発見力・

計画立案力・実践力】）を伸ばし、自立した学習者・表現者の育成を目指します。  

 

＜高校 1 年次の目標＞ 

1 年次は、学校が設定した 2 ヶ月程度で完結するプロジェクトに対し、生徒が少人数の班で

取り組む「プロジェクト型学習」を実施します。これは、企画実行に必要な各種スキルを育成

することを企図しています。また、校外の企業や研究機関と協働することで、地域の課題を自

分のものとして身近に感じさせる素地を作るとともに、異なる背景を持つ年代の違う人々とコ

ミュニケーションすることで、価値観の多様さを学ぶことを目指します。さらに、両コースが

同じプロジェクトに協働で取り組む機会を設け、異なる視点から問題解決に当たることによる

相乗効果を期待しつつ、生徒らに多角的な視点を持つ複眼思考の力を育成します。加えて、グ

ループワークに取り組む過程で「意見を発信しても否定されない」という経験を積ませ、生徒

の心理的安全性を確保し、柔軟な意見を生み出しやすい環境づくりをすることも目標としてい

ます。 

 

＜高校 2 年次の目標＞ 

2 年次は「生徒自身の興味」と「地域社会の抱える課題」という両者の共通事項から企画を

設定し、生徒たちが正解のない問いに取り組む「クエスト実行型学習」を進めます。また、作

成したアイディアや制作物に対してはコンテストなどを利用した外部評価を行います。これに

より、成果が独善的になることを防ぐとともに、客観的な批評を受けることで、自身の考えを

冷静に見つめ直すメタ認知力の向上を目指します。  

 

＜高校 3 年次以降の目標＞ 

3 年次はこれまでの集大成として、これらの経験を外部発信しつつ、次の世代に受け継ぐ「ク

エスト協働型学習」を行います。これは、これまでに実施したプロジェクトをパッケージ化し、

他地域の学校と合同で実施することで、単純な情報拡散だけでなく、生徒自身がメンターとな

った実践的な学びを目指したものです。また、後輩たちのへ指導や自己研究の継続を推進し、

本コースの育成したい生徒像である『自立した学習者・表現者』へのビジョンを明確化します。 



 

（５）実施計画 

1 年目は、探究創造科の設置に向けて、高 1 学年におけるプロジェクト型学習の先行実施・

検証を行います。具体的には、現行の地域創造と科学創造各コースにて小プロジェクトを設定

し、カリキュラムの妥当性を検証します。また、両コースによる合同プロジェクトも実施し、

生徒による協働の効果を確認します。各プロジェクトでは獲得を目指すアウトカムを明示し、

学習に系統性をもたせます。加えて、各プロジェクト終了時や年度末等に成果発表の機会を設

け、アウトプットの共有と生徒自身による振り返りを促します。コーディネーターは、これら

に必要な地域企業や専門機関との橋渡し役を担います。1 年目は、これまでの活動実績や経験

等に鑑み、本校教員である大木島詳弘がコーディネーターとして全体統括の業務にあたります。

同時に、各プロジェクトを担当する教員を別途配置し、これを補助する業務を担います。年度

末には、プロジェクト内容・育成を目指すスキル・実践の手法など、1 年目の実施計画に関す

る評価を行い、生徒による振り返りの内容も考慮して次年度以降の改善に繋げます。そして、

これらの検証で得られるデータを基に設置を目指す新学科のカリキュラムを具体化していきま

す。 

2 年目は、高 2 学年におけるクエスト実行型学習の先行実施・検証と、高 1 学年におけるプ

ロジェクト型学習のブラッシュアップを行い、新学科設置に向けた準備を進めます。高 2 学年

では、興味関心の近い生徒同士でクループを形成し、そのグループ単位で地域社会における課

題を発見・設定した上で企画や探究を進めます。これらのクエストでは、校内で成果発表を行

う以外にコンテスト等への参加を通じて外部評価を得ることで生徒のメタ認知能力を育成しま

す。クエストの実施にあたり、全体を統括するコーディネーターは学校から独立した外部機関

に配置します。これにより、カリキュラムの改善や地域との連携強化などといったコーディネ

ート機能の強化を図ります。そして高 1 学年ついては、1 年目に得られたプロジェクト型学習

の検証内容をフィードバックし、改善内容を踏まえた修正を行った上でカリキュラムを実施し

ます。また、前年に高 1 学年の各プロジェクトを担当した教員へのノウハウ継承を進めていく

ことで複数人によるコーディネート体制確立の布石とし、取り組みの継続性を確保します。こ

れらの先行実施・検証を踏まえ、3 年目での新学科設置に向けた認可申請を進めていきます。  

3 年目は、高 3 学年におけるクエスト協働型学習の実施・検証、高 2 学年におけるクエスト

実行型学習のブラッシュアップ、新学科設置後の高 1 学年におけるプロジェクト型学習を行い

ます。高 3 学年では、異学年合同による協働クエスト実施し、下級生へノウハウを共有・継承

する機会を設けます。加えて、これまでの活動をパッケージ化し、本校生徒による指導の下で

他校生徒と合同でのプロジェクトを実施します。高 1・高 2 学年については、前年度までに得

られたプロジェクト型学習の検証内容をフィードバックし、改善内容を踏まえた修正を行った

上でカリキュラムを実施します。  

これら 3 年間の活動を通じて、生徒自らが卒業後も地元を意識し、最終的には地域に何らか

の形で関わり続ける長期的なライフキャリアを形成することを期待しています。  

 

 

 

 



２ 実施体制 

（１）運営指導委員と管理機関 

本事業における管理機関は、本校理事長・高校校長・中学校長・副校長・教頭・各科課長で

構成します。この内、本校理事長・高校校長・中学校長は、静岡文化芸術大学副学長の森教授

らとともに運営指導委員を兼務します。これらのメンバーの下、管理機関は以下のように実施

体制を整え、事業を管理します。  

 

●浜松学芸高校における運営指導委員  

所属 氏名 主な実績 

静岡文化芸術大学 森 俊太 同大学副学長 教授 

静岡大学 教育学部 山本 仁 トップガン教育システム会議ディレクター  

浜松市 野田 志保 こども家庭部次長 次世代育成課課長 

浜松いわた信用金庫 清水 孝彦 理事 資金証券部長 

学校法人 信愛学園 理事長 服部 泰啓 公益社団法人静岡県私学協会 理事 

浜松学芸高校 校長 内藤 純一 遠州ビジネス交流会 副代表 

浜松学芸中学校 校長 森 真人 元 浜松市教育委員会 指導課長 

運営指導委員会は、管理機関や運営会議と連携しつつ、「事業目的達成度合の評価と検証」「予

算・設備・人員配置の適正化に関する助言」「関係機関との交渉・カリキュラム内容の改善に関す

る助言」などを行います。これらには、11 月と 3 月に予定している成果発表会の様子や生徒への

アンケート結果を考慮し、委員による会議を行った上で取り組む予定です。また、各委員は「事

業主体としての本校関係者」「事業支援者としての大学関係者」「地域に対する事業成果の拡散を

担う市・民間企業」という異なる立場からの多角的・客観的な評価を実施します。  

 

①事業全体の進捗管理 

  運営指導委員会とともに年 2 回の会合を実施し、各プロジェクト・クエストの発表内容や生

徒による中間発表会の成果をもとに、事業全体に関する助言・評価を行います。  

 

②各プロジェクト・クエストの実施と管理 

  各プロジェクト・クエストの実施状況を確認するための場として「運営会議」を活用し、月

2 回の定例会議を通じて、構想に基づく研究の進捗状況の確認と問題点の共有を行います。ま

た、各プロジェクトの実施構想についても、運営会議において実施の可否を判断する機関とし

て機能します。 

 

③成果の検証・評価 

管理機関は、「運営指導委員会」「運営会議」と協働し、「自立した学習者・表現者としての生

徒を育成する」等といった事業目的の達成度合いの評価と検証を行います。評価と検証は、各

プロジェクトやクエスト終了後の成果発表会におけるパフォーマンスと具体的な成果物を判断

材料とし、事業の進捗状況の定期的な確認や改善に寄与します。  

 



④学内外への発信 

  校内における取り組み共有化の場として、若手教員を中心とする研修組織「I-Labo（Improve-

Laboratory）」を活用し、関係職員以外にも活動内容を周知すると同時に、取り組みに関する助

言・評価を行います。また、校外に対する取り組み発信のため、管理機関が外部研究組織との

橋渡しや機会の設定を行います。また、11 月と 3 月の年 2 回程度、地域や保護者に向けての成

果発表の機会を設定し、成果の拡散に取り組みます。  

 

⑤適切な活動場所の確保 

本校では令和 4 年度から新校舎建設を開始する予定です。その際、新設学科の活動が円滑に

進むよう、本新設学科における探究的な学習のスペースを確保し、PC 稼働の場やレイアウト

の変更が可能な教室など効果的な活動ができる環境整備を行います。 

 

（２）管理機関 

管理機関は、「運営指導委員会」「コンソーシアム」「運営会議」「I-Labo」と協働し、本事業の成

果検証と評価を適切に実施できる体制を構築していきます。また、以下のような考え方を重視し

て検証と評価を行います。 

 

①各プロジェクトが他校でも実施できる教材として成立するか 

本校では、地域の魅力を再発見する試みとして「ポスタープロジェクト」を実施し、これを

他地域で実践可能な教材として確立することができました。実際、青森県立鯵ヶ沢高校や私立

三浦学苑高等学校（神奈川県）との合同プロジェクトを通じ、他校にも同様の活動が拡散しつ

つあります。このように本校は、地域での学びを考えるに際し、「広く一般化できる教材」とし

てフォーマット化できるかという点を重視してきました。本事業の趣旨を鑑みると、本研究に

おける各プロジェクトも、他校で実施できる教材として成立するか否かという視点が必要です。

これを検証するため、11 月と 3 月に実施する成果発表会では、他地域の学校関係者にも声をか

け、取り組みを広く周知し、合同でのプロジェクトの実施や活動の拡散を促していきます。こ

の際、運営指導委員会と連携して他地域で実施する際に必要な改善点等の検証・共有を行い、

最終的には学校と地域との協働の輪がさらに拡がるようなムーブメントを興していくことを目

指します。 

 

②外部団体との円滑な連携ができているか 

従来の本校でのプロジェクトは、実施のスピード感を特徴の一つとしてきました。それが成

功した理由として、地域の異業種団体を核としたコンソーシアムを構成したことが挙げられま

す。これにより、民間企業の意思決定から行動までのスピード感を教育の現場に導入すること

が可能になりました。この早さに対応するには、実践現場からのボトムアップとその実施を判

断する管理機関の連携が重要となります。本事業で新設する新学科の運営においては、これま

でよりも更に円滑且つ密接な地域との連携が求められます。そこで管理機関では、コンソーシ

アムと連携し、「本事業に資する効率的な連携体制を構築できているか」を基準の一つとして、

カリキュラム全体やプロジェクトの実施内容について検証します。 

 



③生徒を「自立した学習者・表現者」として育成できているか 

本事業では、地域での学びを通じて「自立した学習者・表現者」としての生徒を育てること

を目的としています。具体的には、「自立した学習者・表現者に必要なリテラシーとコンピテン

シー」を定義し、各プロジェクト・クエスト毎に獲得を目指す資質を設定します。その後、成

果物・報告会の様子等といった生徒によるアウトプットと、定期考査・振り返り・自己評価・

他者評価のワークシート等といった学びの過程に関する記録を総合的に評価し、それらを以て

必要な資質が獲得できているかを検証します。 

 

（３）コンソーシアム 

1 年生では、課題解決型の小プロジェクトを複数展開していきます。それぞれのプロジェク

トでは、コンソーシアムメンバーと教員が協働し、生徒によるプロジェクトの実践をサポート

します。これにより、プロジェクトの専門性を高めると同時に、成果を披露する対象が明確に

なり、教員は生徒に対してゴールイメージを明確にしてプロジェクトを進行することができま

す。これらの連携・協力を円滑に行うためには、共にプロジェクトを実践するコンソーシアム

メンバーと、事前に技術的ハードルや進行に関して綿密な確認を重ねる必要があります。コン

ソーシアムメンバーは地域におけるプロフェッショナルの方々であるため、専門的な技術面で

の指導を担当してもらい、教員は生徒達の活動への助言やプレゼンテーション技術の指導など

といった伴走者の立場を担うことになります。このようにコンソーシアムメンバーがプロジェ

クトの実践者として学校教育に関わることによって、「地域を学ぶ」という形から「地域で学ぶ」

という学びの変化が期待できます。  

2 年生以降のクエスト実行型学習では、コンソーシアムメンバーが生徒のアイディアと地域

の企業や研究機関を繋ぎ、コーティネーターとともに学校と地域の協働を推進する役目を担い

ます。生徒達のアイディアを実現するために、地域の企業や専門機関の力を借りることにより、

地域全体へ取り組み成果の還元を目指しています。こうしたコンソーシアムメンバーとの協働

は、メンバーが行政や教育委員会が主体ではなく、地域の異業種団体を中心に構成しているこ

とが本校の特徴であり、生徒の学びとその先のキャリア形成に大きな影響を与えることができ

ると考えています。 

 

●浜松学芸高校のコンソーシアム体制 

所属 氏名 主な実績 

学校法人 信愛学園 理事長 服部 泰啓 公益社団法人静岡県私学協会 理

事 

株式会社 サツ川製作所 薩川 敏 遠州ビジネス交流会 

マーケティングアドバイザー 池田 克信 熊本震災復興支援プロジェクト  

株式会社 白井商事 白井 成治  

永田木材 株式会社 永田 琢也 遠州ビジネス交流会 

ヤタローグループ 渡部 尚樹 静岡県立公園委託管理事業 

ぽっぷちゃいるど 水野 久美子 遠州ビジネス交流会 

浜松学芸高校 校長 内藤 純一 遠州ビジネス交流会 副代表 



浜松学芸中学校 校長 森 真人 元 浜松市教育委員会 指導課長 

浜松学芸高校 教頭 小川 知伸  

プロジェクトリーダー 大木島 詳弘  

担当教諭 四ツ谷 昌彦  

 

（４）R4 年度コーディネーター 

所属 氏名 

浜松学芸高等学校 大木島 詳弘 

●主な実績 

・文部科学省「地域との協働による高等学校教育改革推進事業」地域魅力化型  プロジェクト責

任者 2019 年～ 

・書籍「地場教育 此処から未来へ」静岡新聞社 部分執筆担当 

・静岡文化芸術大学との高・大・民の連携プロジェクト 指導担当 

・観光甲子園 2019・2020 グランプリ 2021 準グランプリ 指導担当 

・浜松学芸高校地域創造コースにて青春はままつ応援隊 指導担当 

 

コーディネーターが担う役割として、大きく以下の 2 つを構想しています。 

①学校と地域を繋ぐ橋渡しとしての役割を担います。実施するプロジェクトやクエストにおい

て必要となる地域人材と学校を繋ぎ、授業における専門分野の指導・助言を行える人材を斡

旋します。同時に、プロジェクトの成果を地域に発信するための広報的な役割も担います。

プロジェクトを実施するだけに留まらず、その成果を地域にどう還元するかという点は、こ

れまでの地域魅力化型指定校における研究実践の中で非常に大きな課題だと感じてきました。

この成果を広めることも重要な役割と捉えています。  

 

②カリキュラムや各プロジェクト・クエストの進行に参画し、その実施について助言する役割

を担います。これまで本校が地域との協働を実施する際には、各分野のプロフェッショナル

の方々に数多くご参加頂きました。しかし参加して頂いた地域の方々からは、授業として限

られた時間の中でプロジェクトを完結させることやプロジェクトの教育目的について戸惑い

の声が上がることもありました。このような教育的視点から、取り組みについてコーディネ

ーターが指導・助言を行う必要があると考えています。  

 

 研究初年度は、上記のようなコーディネート業務を、これまでプロジェクトを担当してきた教

員が兼務して行います。一方で、コーディネーターの役割を一人の担当者のみが担う事には限界

があると考えています。そこで、コーディネーターとして配置する大木島を代表としながら、各

プロジェクトを担当する教員が、代表を補助しながら地域の方々と協働することで、情報共有を

行うと同時に代表以外の教員によるコーディネート能力のボトムアップを図る予定です。そして、

２年目以降はコーディネート業務を専門に担当できる委託者を学校内に常勤で配置し、円滑にカ

リキュラムを運営できる環境を整備します。これらの取り組みによって、単独の担当者に依存す

ること無く、組織的・継続的にコーディネート業務を行う体制を整備していきます。  



 

３．カリキュラム開発 

（１）教育の特徴 

＜全般的な教育方法の特色＞ 

探究創造科では地域コース・科学コースの 2 つの系統を設定します。設定されたカリキュラ

ムによって、時にそれぞれの生徒が独立してプロジェクトに取り組み、時に共同で課題解決に

あたるなど、両コースが適度な距離で影響し合うことを特徴としていきます。理論や実データ

重視で深く学んできた科学コースの生徒と、感性やデザイン重視で学んできた地域コースの生

徒が同じフィールドで同じ課題に取り組むことで、それぞれが深掘りした知識・ノウハウを共

有できます。さらに協働活動する中でお互いのコースが重視している価値観に触れ、文理横断

的な多様性を育むとともに、一つの事象に対してさまざまな角度から物事を見られる多面性を

養っていきます。 

また、その他の特色として「ART 視点の重視」が挙げられます。本校は長年芸術科を有して

おり、ART の視点については独自の特長があります。この利点を生かし、アイディアを形にす

る表現方法として、単なるプレゼンテーションに留まらない、様々な表現方法（イラスト、絵

本、塑像、カリグラフィー、音楽、演劇等）を、芸術科教員のアドバイスのもと実行していき

ます。 

これらを通して「自立した学習者・表現者」の育成を目指すのが、本校の地域社会学科にお

けるカリキュラムの特色です。 

 

＜1 年次の教育内容＞ 

地域の専門家の指導のもと、プロジェクト型学習を通じて、科学コースでは論文作成の基本

スキルなどの基礎理論をインプット重視で学ぶ一方、地域コースでは地域の課題解決につなが

る実践的スキルをアウトプット重視で学習します。また、両コースの生徒が協働プロジェクト

に取り組む機会を設けることで、各々の視点をもつ生徒たちがともに影響し合い、相乗効果が

生まれるようなカリキュラムを実施します。  

このように各コースの独自プロジェクトと協働プロジェクトを繰り返し実施することで、各

生徒の文理特性を育成しつつ、文理融合・教科横断型コンテンツの良さも生かしたカリキュラ

ムを継続的に実施していきます。  

 

＜2 年次以降の教育内容＞ 

2 年次以降は、外部コーディネーターと共同でカリキュラムの改善を実施しつつ、設定した

課題に応じてコース協働のクエスト実行型学習を進めていきます。地域社会の抱える課題に対

して、文系的・理系的・文理融合的などさまざまな側面から課題を検討し、地域企業や専門機

関と連携しながら生徒の問題解決能力を育成していきます。同時に、生徒自身がメンターとし

て後輩を指導したり、プロジェクトを共有する他校へのインフルエンサーとしての役割を担う

ことも企図しています。 

 

 

 



（２）学校設定科目 

設定する学校設定教科・科目の内容 

教科・科目名 探究創造概論・探究創造演習  

単位数 探究創造概論…6 探究創造演習…6 

対象学科・学年 1～3 

必履修・選択の別 必履修  

設定する教科・科目

の内容 

＜探究創造概論＞  

探究創造概論は、主に学校内にてプロジェクト学習およびそれに必  要な

基本的スキルや理論を習得するための学習を中心に構成します。 大学の研

究室などを利用した実験器具の利用方法、図書館を利用した  調べ学習の方

法、学校ポスター制作を通して学ぶ「伝わる表現方法」 など、従来の教科

学習は学べない探究スキルを、文理の枠を越えて養  っていきます。地域コ

ースと科学コースは個別の活動も行いますが、  定期的に協働活動も実施

し、スキルの共有化を図っていきます。   

 

＜探究創造演習＞  

探究創造演習では、概論で身につけた知識・技能をもとに、主に校  外を

活動の中心地として地域の課題解決に向けたアイディア構築、制 作、プレ

ゼンなどの企画実行に取り組みます。地域のプロフェッショ ナルの方の手

を借りながら、各種創作活動について創造的・実践的に  取り組みます。  

地域コースでは主に人文・社会科学的な側面から、科学コースでは主に自

然科学的な側面からテーマ設定および課題解決の糸口を探っていきます。

最終的な成果物は校内発表会をはじめとする各種大会で公表していきま

す。 

その他 

特記事項 

両科目とも、評価方法として数値評価と文章評価を併用していきます。数

値評価については、各プロジェクトや学期の終了時にルーブリックによる

自己評価・他者評価による観点別での評価によって実施し  ます。文章評価

については、生徒自身で取り組みに対する自己評価や  活動の振り返りを文

章でまとめ、それらを探究創造科担当の教員で評  価するという形で実施し

ます。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 



（３）キービジュアル 

 

＜キービジュアル解説図＞ 

 
 これまでの構想ではコーディネーターは、学校と地域をつなぐ役割を果たす目的でした。しか

し新学科に向けた構想では、コーディネーターは 2 名がそれぞれ 2 系統の活動を行うように改善

しました。一つはこれまでと同様に、地域の企業や学校・大学とをつなぎ成果の還元や拡散の役



割を担います。もう一つの役割は、学校教員や授業のコーディネートを担当する役割を担います。

どうしてもマンパワーに頼りがちだった本校の活動ですが、R5 年度より校外連携と校内調整を担

う 2 名コーディネーターを配置することで業務の分散を図るとともに、各プロジェクトを担当す

る教員にもコーディネーター機能の一部を担うことができるように体制を整えていく計画です。 

 

（４）探究創造科 地域創造コースの系統的なカリキュラム構築 

①3 年間の系統性 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



各学年 年間カリキュラム一覧 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



②1 年～2 年のプロジェクト型学習 

 

 

③クエストエデュケーションの系統性 

 



４．地域創造コースの実践検証 

（１）１年生のプロジェクト型学習の取組 

高校 1 年生では、衣食住の観点から 5 つの小プロジェクトを実行していました。地域創造コー

スのカリキュラムをベースとして新学科で設定した求める生徒像と合致するかを実践検証し、さ

らに実践の拡散のための検証と実践のブラッシュアップに取り組みました。学校設定科目として

実践している５つのプロジェクトは、系統性を重視して企画しています。初期のプロジェクトか

ら徐々に活動範囲を広域に、またプロジェクトゴールを具体的な試作からアイディア提案へと抽

象化させています。仲間と協働して企画を行う実行力や意見・考えを論理的に構成する力のゴー

ルイメージを、発達段階に応じて変えていきました。 

 １年生の５つのプロジェクトのうち、ポスター制作プロジェクトと動画制作プロジェクトは他

校でも実践できる教材として検証が進んでいました。残りの４つのプロジェクトについても担当

教員を配置し実践の共有化に取り組むとともに、各プロジェクトの教材化に向けて検証しました。

本年度はポスター制作について岐阜県立恵那南高校、CM・動画制作について青森県青森中央高

校と協働で実践検証を行うことができました。地域おにぎり制作プロジェクトは他校からの視察

を受け入れ、来年度から他校でも実践して教育的効果を検証していく計画です。本校で実施する

基礎的なプロジェクトは実施授業時間が 25～30 時間程度で調整しており、他校でも総合的な学

習や探究の時間で無理なく実践できることが確認できました。  

 

①１年間の流れ（系統性） 

本年度、32 名の生徒を迎え、学校設定教科「地域創造」として、調査の方法やアイディアの

構築・プレゼン方法を学ぶ「地域創造概論」を週 2 時間、実際のアイディア構築や試作・制作

に取り組む「地域創造演習」を週 2 時間実施しました。高校 1 年次を地域の魅力発信に向けた

調査方法や発信方法を学ぶ基礎段階と捉え、衣・食・住の観点から年間 5 つのプロジェクトを

実施しました。プロジェクトの実施にあたっては、アイディアを形にする力を Art と捉え、ポ

スター制作や配色などの本校での実践の蓄積がある活動を中心に構成しました。プロジェクト

の実施内容やプロジェクトの到達目標については、生徒の学びの深まりや経験などを踏まえ、

系統性を意識して構成しました。初期のプロジェクトでは、Art の視点を用いた制作活動やチ

ームでの合意形成を目的とした活動中心に、後半のプロジェクトではアイディアの構築とプレ

ゼンテーション能力の向上を目的とした活動へと展開しました。活動の範囲も、初期のプロジ

ェクトでは学校内で、後半のプロジェクトでは市北部地域という広域へと視点を広げ、生徒た

ちで魅力を発見する範囲や視点を拡大していくよう構成しました。年間を通じてモノづくりか

らアイディア構築へ、狭い範囲から広域へという系統性を意識した構成となりました。  



 

 

 

 

②地域創造一年プロジェクト総括 

地域創造コース一年生では、2 ヶ月程度の期間で小プロジェクトに取り組むプロジェクト型学

習を行いました。具体的には「学校紹介ポスター製作」「注染染色プロジェクト」「森林公園プロ

ジェクト」「おにぎりプロジェクト」「林業プロジェクト」の５つです。この 1 年生の学習は地域

の魅力を衣食住の観点から多面的・多角的に捉えるために、様々なプロジェクトに仲間と協働し

て取り組む事に挑戦することを意識するとともに、「対象の研究→フィールド調査→課題設定→

検証・試作→プレゼンテーション→フィードバック」というプロセスを身につけ、次年度のクエ

ストエデュケーションに向けての基礎的な考え方・技術、すなわちジェネリックスキルを養うこ

とを目的としました。このプロジェクト型学習のために、コンソーシアムメンバーを中心とした

地域の企業や団体に協力をいただき、協働プロジェクトとして実施することで、「地域“で”学ぶ」

という本コースの独自性を最大限に発揮するとともに、活動を通じた生徒のキャリア意識形成に

とって大きな助けとなりました。 

地域創造コース一年生の活動に対する総括としては、コース発足当初と比べ、 

１）：カリキュラム実施ノウハウの蓄積による実践の効率化と内容のブラッシュアップが大きく

進んだ 

２）：地域や保護者に対する活動への理解と協力意識が浸透し、より充実した実践を行うことがで

きるようになった 

 以上の２点を強く感じられる 1 年間となりました。具体には、➀について、コース発足３年目

となり教員側がカリキュラムに習熟してきたことで、「課題に対する生徒の取り組み」「想定され

るつまづきとそれに対する適切なアドバイス」「外部団体との協働に必要な準備、折衝」「効果的

な成果報告に必要な要素」など、プロジェクト学習の実践に不可欠な各種ファクターを把握し、

教員がより良い伴走者かつジェネレーターとなっていることを実感することができました。また、



３学年全てが揃うことで上級生-下級生の間で知識やノウハウの継承も行われるようになり、コ

ースの活動をより持続可能なものとしていくとともに、前年の反省点を活かしたプロジェクトの

ブラッシュアップを図ることができたのも、➀の大きな要因であると言えます。 

➁については、「以前に比べてより多くの外部団体や保護者がプロジェクトに協力・賛同・参画

してくれるようになった」ことが大きいと感じています。例えば、当初は２、３の企業のみが出

席してくれていた「おにぎりプロジェクト」の成果報告会について、今年度は二桁を数える地域

企業の出席を得る事ができ、さらに生徒のアイディアを実際の商品として具体化する提案を非常

にスピーディに頂くこともできました。これは本コースの活動内容が地域に受け入れられている

ことの証左であり、「地域の為に存続する学校」という本校のスクールポリシーの一つを体現する

ことができているものと理解しています。 

 

 

（２）学校紹介ポスタープロジェクト（浜松学芸高校） 

＜活動のポイント＞ 

①学校紹介用ポスターの制作  

 （ポスター制作を通じてデジタルによる Art 表現活動と発信方法を学ぶ） 

②地域創造コース 1 年生 初回プロジェクト（地域創造概論・地域創造演習）  

③Art の視点を取り入れたポスターのデジタル制作を通じて探究的な学びの手法を学んだ。上級

生による制作指導や情報科や美術科との連携など、教科を超えた活動を行った。  

④浜松市がデジタル・スマートシティを推進しているため、デジタル制作による発信の方法につ

いて実践した。 

⑤オープンスクール等で成果発表を行い、地域に開かれた学校として地域に PR できた。 

 

＜活動の狙い＞ 

地域創造コースに入学した 1 年生が最初に取り組むプロジェクトとして、学校がプロジェクト

の発注者として学校生活を PR するポスターの制作を依頼する形をとりました。これは、生徒に

とって活動範囲を限定的にすることでクライアント（今回は学校側）の要望にあった魅力の切り

取り方やポスター制作という Art の視点を取り入れた制作活動に集中するという狙いのためでし

た。この、ポスター制作は制作の過程が明確で完成の状態をイメージしやすいというメリットが

あります。ポスター制作は本校が教材化として取り組んでいる根幹でもあり、こうした表現の手

法を入学後の早い段階でも体験させたいと考えました。  

また、入学して間もない仲間達と協働して一つの作品を作り上げるために、これまで経験した

ことのないコマーシャルフォトやコピーライトの制作に取り組む中で、グループのメンバーとの

試行錯誤や対話が重要でした。この対話力をあげ、チームとしてパフォーマンスを発揮すること

をもう一つの目標としました。  

 

＜実践紹介＞ 

 実際の活動は自由に生徒同士でグループ組み、各 6 つの集団を構成しました。日常目にするポ

スターの特徴や仕組みを座学で学び、そこからグループでの校内のフィールドワークを行い、撮

影候補地を選定していきました。お互いのグループがどのような場所を撮影候補地としているか



は、校内の LAN 環境を用いた共有システムである C-Learnig 上に掲示板を設定しました。本校

では生徒が持ち込む ICT 機器を授業内で使用しており、学校紹介プロジェクトでも生徒達のデバ

イスを用いて撮影データをアップするようにしました。実際のポスター用の撮影は、実践用に用

意した撮影機材を用いて商用クオリティに耐えうる環境で行いました。生徒達は共有掲示板を見

ながら撮影地の偏りやイメージの重なりに気を配り、撮影地を決定していきました。デジタルデ

バイスを用いることで撮影の試行錯誤が簡単であり、何度も何度も撮影を繰り返していきました。 

 実際に撮影したデータは 1000 枚に迫る枚数になりました。撮影したデータはポスターに加工

するため、コンピュータソフトの PhotoShopCC を使用して編集していきます。生徒達は、色や

明るさなどかなり自由に変更できることに驚きながらも、編集のコツをつかんでいきました。画

像の編集とともに、ポスターにするためのコピーライトを考えていきます。短いフレーズで印象

に残るようにすることは大変難しい作業で、専門にこうした仕事をするコピーライターという職

業があることにも触れました。実際に過去の秀逸なコピーライターの作品などを披露しながら、

短く伝える技術などを学んでいきました。写真単体でみると問題がなくても、それぞれのグルー

プの作品が形に見えていると気づくことがたくさんありました。複数のグループの撮影場所の重

なりや、文字サイズや色の不統一など、プロジェクトの代表となった生徒を中心に、全体の方針

を決めていきました。 

 完成したポスターは A1 サイズに出力し、完成披露を行いました。この披露では、校内の本研

究の運営組織とコンソーシアムメンバーだけでなく、多くの職員も参加しました。最初のプロジ

ェクトの完成報告ということで、制作のプレゼンではなく制作コンセプトを紹介する程度にとど

めました。生徒にとってこれまであまり経験したことのない人前で報告するという経験に緊張や

失敗も多く見られましたが、それでも生徒達自身で企画して運営すること挑戦し、完結できたこ

とは大きな成果となりました。  

  

  



＜活動プロセス＞ 

総時間  ：30 時間 

使用機材 ：SONY α7RⅢ・FE85mm・PhotoShopCC・ノート PC 

A1 マットコート紙・A1 ノビ対応プリンター（600dpi） 

 

＜活動の検証＞ 

 入学してすぐのプロジェクトということもあり、1 年生のカリキュラムでは入門的なプロジェ

クトのとして位置づけました。そのため、グループ内での対話力やスクラップ＆ビルドを大切に

して、アイデアを形にする制作活動を中心に実践しました。本校ではこうしたポスター制作など

の表現活動を Art と位置づけ、表現のアイデアを形にする取り組みを重視しています。地域創造

コースでは、教科のテストの点数では測れない表現する力や仲間と対話する力を大切にしている

というメッセージを生徒に伝えるとともに、生徒達の中にも多様な才能があることに気づいて欲

しいと考えました。 

また、地域創造コースの最初のプロジェクトとして、生徒達がこれまでに経験したことのない

ポスター制作という活動内容を設定しました。これは経験の差による優位が出ないようにするだ

けでなく、経験したことがないからこそ必要になる「まずやってみる」という課題に向き合う姿

勢を育成したいと考えたからです。形にしたらこそ見えてくる問題点に再度挑戦することが、探

究的な学びには大切だと思っています。徒達にも、スクラップ＆ビルドを実践し、失敗すること

から課題を見つける経験をして欲しいと考えました。  

 しかし、一方で生徒の活動を観察していると、一見、スクラップ＆ビルドしているように見え

ても実際には写真を撮り直しているだけの生徒が多いことに気づきました。コピーライトやロゴ

デザインまで含めた作品としてではなく、写真の出来映え注視してしまっていました。写真を撮

ることが目的となり、ポスターを見た中学生に学校の魅力を伝えるというクライアントの目的と

逆転してしまった結果でした。コピーライトやブランディングは経営的な視点が必要で、入学す

ぐの生徒の発達段階とプロジェクトの目的が合致していないことが原因であると分析しています。

新学科のカリキュラムでは高校 2 年生のプロジェクトとして位置づけ、上記の課題を解決してい

きたいと考えています。 

 

  



  

 

 

 

 



（３）注染浴衣 染色プロジェクト（白井商事＋二橋染工場） 

＜活動のポイント＞ 

①地場産業の注染染めの配色提案 

（地場産業の企業と連結した伝統的な配色技法を学び，新しい配色を提案） 

②地域創造コース１年生（３期生）第２プロジェクト（地域創造概論・地域創造演習） 

③１年生にとって，はじめて外部の企業と協働するプロジェクト。地元の浴衣企業と染色工場

と協働し，浴衣や染色をとりまく現状の確認や伝統技法の体験を通じて，課題の発見と新し

い配色の提案に取り組んだ。 

④地場産業の魅力を体験し課題を発見することで，高校生の新しい色彩感覚や Art の視点を取

り入れた提案を行い，企画の発信手法について技能を高めた。 

⑤１期生から引き継がれたプロジェクトであり，実施３年目。地域創造コース創設以前からの

「地域調査班」における活動を含めると，地元の浴衣企業との協働は６年目になる。 

⑥生徒が提案した配色案がもとになった浴衣生地が，協働企業である浴衣メーカーに置いて製

品化された。 

⑦配色案のテーマが「憧れの女性が着ている浴衣」と設定され，若い女性の顧客を意識した提

案をすることが求められた。 

 

＜活動の狙い＞ 

 浴衣の染色型を用いた注染という伝統的な技法はそのままに，染色の配色を考案することは，

まさに本校の目指す Art の視点を取り入れた活動になっています。浴衣など，日本の和装に用い

られる柄や配色は，外国の方々からも Art として注目されています。また，年齢や性別に関わら

ず，幅広く着用することができる浴衣の柄や配色は，現代社会のキーワードである多様性（ダイ

バーシティ）や持続可能性（サステナビリティ）とも関連させて捉えることができます。 

しかし，現在の浴衣産業においては職人の高齢化に伴い，若い世代の配色感覚がなかなか取り入

れられないという問題点があることを，これまで企業と協働するなかで共有してきました。これ

まで１期生，２期生が提案してきた配色案は企業にとっては新しく，斬新であると講評をいただ

きました。企業にとっては，新しい配色感覚を取り入れることができ，また生徒たちにとっても，

自分の配色案が反物となり，浴衣になるかもしれないという経験を得ることができます。双方に

とってメリットがある活動となるように，地元企業の方々と密に話し合いを行い，計画を進めま

した。 

今年度においては，これまでのように自分たちが着てみたい浴衣の配色案の提案ではなく，２

０代後半～３０代前半の女性の顧客をターゲットとした「憧れの女性が着ている浴衣」がテーマ

として設定されました。 

 

＜実践紹介＞ 

 染色プロジェクトでは，２つの企業と協働しました。１つは，浴衣の卸メーカーの白井商事様

です。白井商事様とは，地域創造コース設置以前から協働を進めており，今年度で６年目となる

継続的な協働関係を築いています。２つ目の企業は，二橋染工場様です。二橋染工場様からは技

術的な助言や実際の染め方の実演をして頂きました。 

 プロジェクトの始めには，浴衣の歴史や現状，メーカーの抱える問題点などを白井商事様から



生徒に向けて授業をしていただきました。１年生の中には，注染染め浴衣の知識がある者や注染

浴衣を見たことがある者もほとんどいませんでした。そのため，実際に注染染めの浴衣や反物を

目にし，手に触れて，その風合いや手触りの良さに心惹かれる生徒が多くいました。現在，浴衣

は量販店やインターネットなどで安価に購入できるプリント浴衣が主流となっていますが，そう

した浴衣とは一線を画す注染染めの独特のにじみやぼかし，そしてそれらを生み出すための職人

のこだわりや技術と手間暇をかけた作業工程に触れたことで，これからの自身が魅力発信をする

注染染めに対する愛着を高めることができました。 

  

▲二橋染工場様による実演・体験授業。 ▲ターゲット層のリサーチの様子。 

次に，６人グループに分かれたうえで，実際の配色作業に入ります。配色作業に当たっては，実

際に使われる型紙を元にコンピューター上で加工した塗り絵のような作業シートに，水彩色鉛筆

を用いて実際に彩色していきます。デザインは，植物モチーフや抽象的な柄，幾何学的な柄など，

全５種類を選定しました。本校の準制服シャツにも採用されている柄を全員が取り組む課題柄と

し，残りの４つを自由に選択してよい自由課題とし，それぞれに配色デザインを考えました。 

 

▲ 白井商事様から提供していただいた染色用の柄５種 



 

生徒は作業の過程で，ぼかしをどのように表現するか，また注染の染色のパターン（型紙の長さ

で表裏と上下が反転する）を再現することに頭を悩ませました。薄い色の隣に濃い色を置くとど

のようなグラデーションになるかと想像力を働かせたり，グループの生徒たちと確認しながら配

色案を考えていました。しかし，慎重になりすぎてなかなか作業シートに彩色し始められない生

徒もいたため，たくさん手を動かし，案を多く出すことが大切であると全体で確認をしていきま

した。中間発表を経て，最終的に課題部門 7 作品と自由部門 10 作品が代表作として選定されま

した。 

最終選考では，中間投票で選出された 17 作品にそれぞれ担当を決め，白井商事様と二橋染工場

様に向けたプレゼンテーションを行いました。その際，各配色デザインに名前をつけることで，

配色の特徴やイメージを伝わりやすくするとともに，生徒自身にもプレゼンテーションを担当し

た配色したデザインへの理解と愛着を促しました。 

最終選考においては，白井商事様と二橋染工場様に実際に生徒が彩色した配色デザインをその場

で確認していただき，両社による選定・講評が行われました。話し合いの結果，6 作品を選定し

ていただき，二橋染工場様で実際の反物を染色していただくことになりました。後日完成した反

物が届くと，生徒たちからは大きな歓声が上がり，自分たちのアイディアが形になったことに感

激をしていました。生徒たちからは「実際に反物に染められた色合いの方がにじみにより美しい

グラデーションとなっている」などの感想があり，形になったことで注染染めのより深い理解が

得られたと感じました。 

 

 ▲最終選考に選出された配色デザイン。昨年までのものと比べ，落ち着いた配色となった。 

 



＜活動の検証＞ 

 この注染浴衣染色プロジェクトは，生徒たちにとって初めて地域のプロフェッショナルの方々

と協働する活動です。今年度も，プロジェクトのスタートアップから成果報告・評価まで，白井

商事様と二橋染工場様に参画していただき，実践することができました。 

昨年度までとは異なった点として、企業様から顧客ターゲットと配色テーマが発表されたことで

す。これまでは，生徒たちの着たい配色案を提案していましたが，「良いものを持ちたい」と考え

始める２０代後半〜３０代前半の女性に寄り添った提案ができるかどうかが選定されるかどうか

の決め手であったと思います。実際に，選ばれた配色は，昨年度や一昨年には見られなかった落

ち着いた配色のものがありました。自分の「着たい」を抑え，テーマにあった案が出せるかどう

かは，その課題を常に意識できているかどうかやターゲット層を知るために適切な情報収集を行

えているかどうかにありました。後者の情報収集の部分においては，生徒自身のみに委ねるので

はなく，情報収集方法やその情報の分析方法についての共有を全体で行うことが大切であると感

じました。 

本プロジェクトにより，生徒たちが地域に目を向け，その魅力発信のために何ができるかを考

えていくことは，地域に愛着を持ち，自己のアイデンティティーの理解を深めると共に，自己肯

定感を高めることに繋がっていると考えています。また，本活動を基盤とし，注染染めの魅力を

発信するより発展的なアプローチは多様に考えられ，実際に２期生の中には継続して注染浴衣の

プロジェクトをクエストエデュケーションで行い，地域の方々との新たな出会いや繋がりを持つ

ことができました。そうした汎用性の高さも本プロジェクトの大きな強みであり，今後も改善を

重ねながら，注染浴衣染色プロジェクトの実践・検証を継続していきたいと考えています。

 

 ▲生徒の振り返りシートより。 

 

 

 

 

 

 



（４）森林公園 PR プロジェクト（森林公園森の家＋ヤタロー観光事業部） 

 

＜活動のポイント＞ 

① 地域創造コースと科学創造コースが、同じフィールド内でそれぞれの視点から課題を設定し、

その解決に向けた活動をすること。 

② 地域創造コースの目標は、魅力ある施設をどのように PR するかをイメージする発想力や、そ

れを動画にする表現力を養うこと。また、科学創造コースの活動に同行し、その活動を認知し

てもらうためにドキュメンタル動画を制作すること。 

③ 初めての校外活動のため、現地の実態把握をするためのフィールドワークの重要性を学習さ

せること。 

 

＜活動の狙い＞ 

 この活動は、地域創造コース・科学創造コースが同じフィールド内で活動する初のプロジェク

トでした。森林公園の抱えている課題の中から、それぞれのコースの特性を活かし解決できる課

題を選定し活動を行いました。 

【全体】 

 一番大切なことは、フィールドワークを通じて現地の実態を把握することです。森林公園の情

報は HP や SNS を通じて得ることはできますが、写真や紹介文では知ることのできないものがた

くさんあります。実際に自分の足で現地を探索し、課題解決に向けたイメージを共有していく必

要があります。生徒たちには、夏休みの時間を使いフィールドワークを行うよう指導しました。 

【地域創造コース】 

地域創造コースでは、三つの狙いがありました。一つ目は、動画の制作に挑戦し、新しい表現

の方法を習得することです。静止画のポスター制作とは異なる難しさのある動画制作を行うこと

で、新しい表現方法の獲得を目指しました。また、今年度は撮影から編集まで、生徒が行いまし

た。撮影する画角や構成など、何度も試行錯誤を繰り返しながら挑戦する生徒たちの姿が見られ

ました。二つ目は、限られた時間の中で活動することです。当初の計画では、森林公園森の家を

拠点に三日間の宿泊合宿を行い、その中で撮影をする予定でした。しかし、感染症の拡大にとも

ない、日中のみの三日間の日帰りで実施しました。この限られた時間の中で、立ち止まることな

く活動していくアイディアソン（アイディア＋マラソンをかけ合わせた造語）形式で実践するこ

とで、計画に時間をかけるのではなく、状況に合わせてスクラップ＆ビルドする、臨機応変な思

考や対応力を習得させることを目指しました。三つ目は、大人数での活動を通して、組織づくり

や役割分担、情報共有の重要性を学ぶことです。本校では、文化祭で地域創造コースに所属する

生徒全員で行うプロジェクトを計画しています。１００名以上がかかわる大型のプロジェクトを

運営するために組織としての活動を経験することで、一人一人が何かしらの役割を担い、自ら進

んで活動にかかわっていけるようにすることも本プロジェクトの重要なポイントでした。 

 

＜活動プロセス＞ 

総時間 ：２８時間＋現地活動４日 

成果  ：web 用 CM 動画３本 

使用機材： 



＜活動の検証＞ 

 本プロジェクトは、１年生が公害を舞台に活動する初めてのプロジェクトです。また、昨年度

もこのプロジェクトは行われていましたが、今回は地域創造コースと科学創造コースが同じフィ

ールドで活動する初めてのプロジェクトでもありました。本プロジェクトでの最大のテーマであ

る「両コースの協働」をどのように捉え、企画するかとても悩みました。そこで、今回のプロジ

ェクトでは、「両コースの協働」を 

①静岡県立森林公園が抱えている課題のうち、それぞれのコースの特性を活かして挑戦できるも

のを選び解決を目指す 

②両コースの生徒が協力して活動する 

と捉え、構想を練りました。①に関しては、昨年度と同様に、森林公園から提示された課題につ

いて解決に取り組むための活動です。地域創造コースは、森林公園の利用者促進に向け動画を用

いた魅力発信を行い、科学創造コースは、森林公園内に生息している外来種の生態調査及び駆除

を行いました。そして②は、地域創造コースの１グループを科学創造コースの生徒が行っている

活動に密着させ、そのドキュメンタリー動画を制作するということに挑戦しました。 

 また、今回の動画の撮影や編集は、生徒がすべて行いました。これは、地域創造コースの前身

となる部活動、地域調査班に所属する生徒が増え、動画や写真の撮影をして活動している先輩た

ちの姿を見て、挑戦したいという申し出があったからです。例年とは違い、運営する自分たちか

ら主体的に活動したいという意欲がある生徒が多く例年よりも、活動の幅が広がったように思い

ました。教員が撮影するよりも、より意見が出しやすく、積極的な意見交換が行われていたよう

に感じました。 

  

▲撮影者とコミュニケーションを取る演者 ▲意見を出し合い編集作業を行う生徒 

 

 今回のプロジェクトで最も難しかったのは、時間使い方でした。年間スケジュール上、スター

トアップの授業後すぐに夏休みに入ってしまい、そして夏休み明けから撮影予定日までは、授業

が８時間しかありませんでした。そのため、夏休みにどれだけ準備できるかが重要でした。だか

らこそ、アイディアソン方式の進行が大切だったと感じました。生徒たちは活動の中で何度も選

択を迫られました。そこで必要なのは、腰を据えて話し合う内容なのか、即決して行動に移す内

容なのかを判断することです。経験がない以上、たくさん挑戦してどのような結果になったのか

を検証することが重要です。その場での検証・調整を短時間で行い、試行錯誤を繰り返すことで

足りなかった経験を補い、協働することの大切さを学ぶきっかけとなりました。それにより、そ

れぞれの生徒が自分にできることを発見し、実行する分業体制ができ、チーム全体のパフォーマ



ンスが向上させることができました。その中で、今年度は、三年生の生徒に特別講師として話し

合いに参加してもらいました。１年次に森林公園プロジェクトを経験し、２年次のクエストエデ

ュケーションで動画を用いて浜松の魅力発信を行っている先輩たちからのアドバイスは、１年生

にとってとても有益なものでした。今年度から、地域創造コースが３学年揃ったことにより、先

輩から後輩へ生徒同士の学び合いができることは、とても大きな要素だと感じました。 

  

▲１年生に講義する３年生 ▲アイディアの再構築を行う１年生 

 制作した動画は、森林公園様でも高い評価を頂くことができました。CM 動画やドキュメンタリ

ー動画はホームページ上で公開していただいています。今回のプロジェクトは、生徒達からの満

足度も高く、学年末の振り返りでも多くの生徒が印象に残ったプロジェクトとして挙げていまし

た。そして、２年生で行われるクエストエデュケーションでは、動画を用いた PR を考えているグ

ループが出てきています。その中で、高校生 CM コンテストの動画部門にエントリーしグランプリ

を受賞したり、企業の CM 動画に挑戦し採用されたりしました。少しずつ活動が地域社会に認めら

れ、活動の場も広がってきつつあります。また、将来の進路に関しても、本プロジェクトの活動

がきっかけとなり映像やパフォーマンスにかかわる職業に興味関心を抱き、進路研究を進めてい

る生徒もいます。このように、授業で行った内容がそのまま将来のキャリア教育と結びついてい

ることを実感することができました。 

 

＜生徒の振り返り＞ 

 



 

 

 

＜成果物＞ 

ホームページに掲載されている CM 動画 

 

静岡県立森林公園 PR 動画 2023 

森林公園 PRCM2022 森の家バージョン 

森林公園の玄関口である森の家を舞台にした動画 

 

 

静岡県立森林公園 PR 動画 2023 

森林公園 CM2022 森林公園 

森林公園内のバードピアや木工館を舞台にした動画 

 

 

静岡県立森林公園 PR 動画 2023 

外来種駆除大作戦！ 森林公園ドキュメンタリー 

科学創造コースの活動に地域創造コースの生徒が密着し、その様子をドキ

ュメンタリー風にまとめ紹介した動画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



（５）おにぎりプロジェクト（ヤタローグループ＋遠州ビジネス交流会） 

 

＜活動のポイント＞ 

① 静岡県西部の遠州地域の食材と食文化を反映した高校生が考えるご当地おにぎりメニューの

開発 

② 地域創造コース 1 年生 第４プロジェクト（地域創造概論・地域創造演習） 

③ 静岡県西部地域の企業様向けに，地域食文化を反映したおにぎりを作製した。作製する過程で

調理実習を何度も行い改良を繰り返し，産地や原価・マーケティングについて学び，販売に向

けた提案を行った。 

④ 衣食住の観点から地域の魅力化に取り組むなかで，食の観点を試作だけでなくコスト面から

も考え，継続的な販売商品になるように取り組んだ。 

⑤ コンソーシアムに向けて成果発表を実施した。試作したおにぎりは，協働に名乗り出てくださ

った企業様と販売へ向けて市販化への改良に取り組む予定である。 

  

渡部様によるスタートアップ           試作に先輩がアドバイス 

 

＜活動の狙い＞ 

 全国でも 2 番目の面積を誇る浜松市は,南北に大きく広がりを持ち気候は年間を通して温暖で

あり，一次産業の農業や漁業も盛んな地域です。そこで高校生の視点で地域の食材を使って誰も

が知っているおにぎりを商品化することで，地域の魅力発信へ繋がるとともに，地元の企業様と

の協働のきっかけになるというゴールを設定できました。生徒たちに伝えたことは，企業からは

今回のアイディアが採用される保証はなく，頑張ったということが成果として認められるもので

はないということです。事前に企業様からの依頼をもとに実施していた流れから，本校から地域

の企業に売り込んでいくというスタイルを採用しはじめて 2 年目になりました。生徒にとっては，

よりシビアなプロジェクトになるということを共有して実行しました。この活動を通して育てた

い資質と技能は，チームを組んでプロジェクトを対話しながら協働していく力と，地元の企業に

認めてもらえる成果として，おにぎりの出来映えと当日のプレゼンの実践力になります。1 年生

のプロジェクトとしての位置づけは制作・技術と企画・プレゼンの両方に重きを置いて活動する

ことを狙いとしました。 

 



＜実践紹介＞ 

 生徒には，まずチームを５つに分けるために話し合いを設けました。ここでのポイントは教員

サイドでメンバーを決めることはせず生徒主体でチームを組んでもらいました。また，チームを

組む際のアドバイスとして，仲の良い人だけで組まない方がプロジェクトはうまくいくというこ

とと，今まで組んだことのない人とチームを組むように伝えました。ここでの狙いは誰とでもプ

ロジェクトを進められるスキルと問題解決能力を育成することです。1 年生として 4 つ目のプロ

ジェクトになるので生徒達もこちらの意図をくみ取れるようになりました。そして，プロジェク

トの進行を生徒側で仕切る運営メンバーを募集して 4 名の生徒が名乗り出ました。プロジェクト

を進行していくうえで生徒の主体性や積極性というものはこういった運営メンバーに支えられて

います。地域創造コースにおけるプロジェクトベースの学習ではこういった積極的な姿勢が基盤

となります。 

1 時間目のスタートアップではプロジェクトの開始として，コンソーシアムメンバーの方から

授業をしていただき，課題の提示とゴールイメージの共有を行いました。おにぎりに対する考え

方や歴史などの背景を踏まえ，おにぎりに対する基本的な知識を学び，おにぎりというもので高

校生が地域の魅力を発信するという具体的な課題を共有しました。 

 試作 1 回目まではアイディア構築の時間を２時間とり，1 チーム 5～6 名の５グループでの検討

を行いました。おにぎりという普段の生活の中で何気なく触れる機会も多く身近なものにもかか

わらず，話し合いがスムーズには進まなかったチームも見受けられました。そこで教員サイドは

地元ならではの具材や食文化にちなんだ要素や，高校生だからこそ出るアイディアを意識してい

くように助言を行いました。それにより生徒の活動は活発化し，遠州地方の特産物や昔ながらの

地元の食事のメニューや文化的な要素についての調査が進みました。 

1 回目の試食作製の実習では，調理の知識の乏しい生徒の実情に合わせて，米の炊飯に関する

水分量などの確認からはじめていきました。最初の試食では，白米は上手に炊けたもののおにぎ

りとしてはなかなか完成には程遠いチームや，事前に家庭の協力を得て試作の前段階までを済ま

せていたためまずまずの手ごたえを持ったチームが出ました。チームによっての達成度は異なり

ながらもアイディア形にするという最低限の目標は達成することができました。役割分担は事前

にあまり決めていなくても生徒各自が主体的に関わろうという意識をもち，準備から片付けまで

時間内に終えることができました。 

2 回目の試作まで構想づくりの時間が多くあったということもあり，1 時間の授業を使ってマ

ーケティングに関する内容を学習しました。商品の対象となる人たちのターゲティングやペルソ

ナなど具体的な手法について学び，「なぜ」の部分に生徒たちが向き合える時間になりました。マ

ーケティングについての学びをきっかけにして２回目の試作へ向けては話し合いが活発になり，

使用する材料についての変更するチームが出てきました。試作 2 回目と 3 回目の間に構想づくり

の授業が取れなかったため，教員サイドからのアドバイスは，全チームにおけるメニューに対し

て足し算の考え方から引き算の考え方にシフトしてみることを伝えました。そして，1 度作り上

げたものに固執することなく，スクラップ＆ビルドの考え方で進めていくように声をかけていき

ました。 

2 回目の試作から 3 回目の試作にかけては，大きくコンセプトを変えてメニューを改善したチ

ームも出てきて，最初のころの自分たちが食べたいという視点から，地域の食材を見るという視

点の大切さに気づくことができました。本番のプレゼンへ向けての準備も同時進行でおこなうた



め，チーム内での役割分担も自然発生的に起こりました。運営チームも全体のことを考えてその

都度話し合って共有することがある度に全体へ投げかけるという流れができました。 

本番では原価計算も評価に含めるため，最終調整をして味と価格のバランスを探りました。3 回

目の試作後から本番当日までは，役割分担を考えてプレゼンの準備に時間を使いました。また，

自分たちのアイディアの何が強みなのかをよく考えて，各グループがプレゼンの特徴を出せるよ

うに働きかけました。その結果，チームによっては原価率をアピールしたり，希少性を訴えたり，

意外性のあるアイディアでアピールしたりするなど，メニューだけでなくプレゼンの特徴にも違

いが出せるようになりました。 

最終プレゼン日は，午後の審査へ向けて午前中から食材の仕込みと調理に取りかかりました。

今回の審査は，全コンソーシアムメンバーへ参加を呼びかけ，さらに，地元の飲食店のオーナー

3 名，京都の高校から視察で 4 名，運営指導員として大学から先生が 2 名来校頂きアイディアコ

ンペ形式で行いました。各グループが審査に来場した２４名分のおにぎりを調理し，自分たちの

おにぎりを PR するためのプレゼンテーションを行いました。プレゼンテーションでは生徒は原

稿を読むようなプレゼンではなく，評価いただく方々へどのようにしたら伝わるのかをよく考え，

話すテンポや表情も意識できるようになりました。今回のプレゼンテーションの審査基準は，お

にぎりの味とプレゼンでのアピールの両方を基準としました。そして今回の審査は人気投票だけ

でなく，飲食店のオーナー様も参加していただけたので，各グループのおにぎりに対して，実際

に商品になる可能性を示していただけるように「採用検討」という項目を設けました。人気投票

では「うなぎり」が 1 位を獲得しました。採用検討には全チームのおにぎりが採用されました。

審査委員の方々からも高い評価を得て，生徒は達成感を得ることができました。 

プロジェクト終了後からは，実際に店舗との打ち合わせを重ねて市販化へ向けて動き出しまし

た。1 月上旬のプロジェクト終了からは，授業内では他のプロジェクトとの兼ね合いで生徒は動

けないため，打ち合わせなど教員の負担が大きくなってくる部分がありました。こちらは来年度

へ向けての改善点と感じました。実際の市販化の時期に関しては 3 月下旬を予定しており，店舗

での販売やイベント時の販売になってきます。生徒の活動が実際に形になるという点で，生徒の

自己肯定感が高まったように感じました。 

  

構想づくりの様子 運営チームで打ち合わせ 



  

教員とも協働する様子 レシピは必ず残していく 

＜実践紹介＞ 

総時間  ：3１時間 

成果   ：おにぎり案５種 

使用機材 ：調理器具・プレゼンテーション用 PC 

 

＜活動の検証＞ 

 本校におけるおにぎりの実践は 3 年目となりました。企業と協働することが目標の一つでした

が，昨年度はようやくに採用された案を企業側に受け入れてもらえ，期間限定ではありましたが

販売することができました。そして，今回のプロジェクトでは実際に飲食店を経営されている方

が複数名審査に参加して頂けたことで，生徒にはアイディアを販売現場の方に直接評価して頂く

という経験をすることができました。そのため，各グループが単なるご当地おにぎりのレシピの

発案ではなく，実際に販売というゴール目標を設定でたことで挑戦する気持ちを継続させること

ができました。審査委員がプロジェクトの進行とともに増えていったことで生徒たちに本番まで

の高揚感と緊張感が増していくことが分かりました。生徒たちは中学までの地域学習では職業体

験などが中心で，自分たちでプロジェクトを実施するということはほとんどありませんでした。

そのため，「おにぎり」という題材は何をするのかという具体的なゴールをイメージさせる「商品

の形・販売」という完成形がビジュアル化しやすく，生徒が活発に活動できると感じました。普

段は女子生徒の方が活発に活動しているクラスですが，本プロジェクトでは男子生徒が運営チー

ムへ立候補して主体的に活動する姿が印象的でした。教師側が用意した結果に落とし込むのでは

なく，生徒と教師・そして授業者として参加するコンソーシアムメンバーを含めたプロジェクト

に関わる全メンバーが共通のゴールイメージに向かって模索するために，教師が伴走者になり生

徒とともにチームの一員となって活動することができたと感じました。 

 また，本プロジェクトでもコンソーシアムのメンバーが授業実践者として参加しました。この

コンソーシアムメンバーがプロジェクトの開始の授業を担当する本校独自の仕組みは，生徒のモ

チベーションを効果的に上げる要因となりました。コンソーシアムメンバーから指導頂く商品の

流通や原価率などのマーケティングや販売対象を絞り込むターゲティングなどの基礎知識は，普

段の授業では扱うことのない分野であり生徒達にとっては新鮮な学びになりました。こうしたプ

ロジェクトを実施する際に，プロジェクト実行者の熱量が高い点や，実際の扱う地域やゴールイ

メージが明確であると生徒たちの活動も活発化していくと感じました。 



 プロジェクト終了後のアンケートの結果，教材として大きなメリットがあったこの「おにぎり

プロジェクト」は，生徒にとって最も印象に残ったプロジェクトになりました。なお，本プロジ

ェクトは保健体育科の教員が担当者であり，本来，おにぎりプロジェクトは家庭科の分野である

ところを別教科の体育の教員が担当しました。このように教科横断的な考え方でプロジェクトを

進めることができるのも地域創造コースの授業の特徴であると考えます。 

  

最終プレゼン 審査委員による評価 

 



（６）林業プロジェクト（永田木材） 

 

＜活動のポイント＞ 

①プロフェッショナルによるレクチャーや木材の伐採現場と製材工程の見学を経て、林業・製材・

木材卸売の業界が抱える課題解決のためのアイディア構築を目指す。 

②地域創造コース 1 年生/科学創造コース１年生 合同プロジェクト（地域創造概論・地域創造演

習・科学創造） 

③「木を身近に」を共通テーマとして、各コースの生徒たちがそれぞれの課題に取り組む。 

④地域で製材業を営む永田木材と協力し、1 学年の集大成として各グループによる取り組み成果

のプレゼンを実施すると同時に、それを WEB 上でライブ配信した。 

 

＜活動の狙い＞ 

 林業プロジェクトは、地域創造コースと科学創造コース 1 年生が合同で取り組むプロジェクト

型学習です。本校の所在地である浜松市は、平成 17 年の大規模な市町村合併によって、旧天竜市

や旧春野町といった北部山間地域を含む広大な市域を擁する自治体となりました。これらの山間

地域で主要産業とされているのが林業であり、特に天竜地区で産出する「天竜杉」は国内でも有

数のブランド木材として高い知名度を誇っています。しかし近年は、安価な輸入材にシェアを奪

われたことで林業が衰退し、これらの地域は人口減少の一途をたどっています。天竜地区におけ

る林業は約 500 年にもわたる歴史を有しています。林業プロジェクトは、このような地域の伝統

産業を授業のテーマとすることで、これまでよりも更に大きなスケールで地域の魅力発信や課題

解決に取り組み、1 学年の集大成としての意味合いを持たせたプロジェクトとなっています。 

 本プロジェクトでは、永田木材様による協力のもと、地域の林業界に関するレクチャーや伐採・

加工現場の見学といった体験的な学習を下敷きとして、地域創造と科学創造各コースが課題に取

り組み、そのプレゼン成果報告の内容を評価することとしました。これにより、２学年以降のク

エストエデュケーションで必要となる課題発見能力やクリティカルシンキング、ラテラルシンキ

ングの能力を育てることを目指しました。 

 

＜実践紹介＞ 

 昨年度の林業プロジェクトで「“持続可能な林業の為のアイディア”の構築に拘泥するあまり、

アウトプットがまとまりのないものになってしまった」という反省を踏まえ、地域創造コースの

生徒に対しては「“木育”をテーマとしたプロダクトのアイディアを構築する」といった具体性の

強い課題を設定しました。また、科学創造コースの生徒に対しては、時間的制約を考慮して「木

材の科学的性質に関する実験・検証および廃棄されるスギやヒノキの葉を用いた線香製作」とい

う課題を教員側で予め設定しておくこととしました。 

 これらを踏まえ、プロジェクトのスタートアップとして、コンソーシアムメンバーである永田

木材様から、地域の伝統産業である林業の概要とそれが抱える課題に関するレクチャーを行って

いただきました。同時に、浜松市北区の引佐地域にて、木材の伐採や加工現場の見学とフィール

ドワークを丸一日かけて実施しました。これまでのプロジェクトではプロによる製造や加工の現

場を直接体験する機会が無く、生徒にとっては自分が関わるプロジェクトについての現実感が薄

い状態が生まれてしまいがちでした。そのため本プロジェクトでは、「伐採」「製材」「乾燥」「出



荷」といった作業工程を間近で見学し、林業の実態を肌で感じられるようにしました。また、昨

年度には無かった「育林中の森を見学する」という行程を盛り込み、「持続可能な林業」というプ

ロジェクトのテーマを生徒に意識させることを企図しました。これらの体験を経た生徒は、「香り

や肌触りといった木材のもつ魅力」や「現場を支えるプロのこだわりや思い」に触れ、プロジェ

クトに対するモチベーションを高めることができました。 

  

▲見学・フィールドワークの様子（左：伐採、右：製材） 

 

 現地での見学とフィールドワークをもとに、各コースの生徒はそれぞれに設定された本プロジ

ェクトの課題に取り組みました。地域創造コースの生徒が取り組んだ「“木育”をテーマとしたプ

ロダクトのアイディアを構築する」という課題については、昨年までに蓄積したプロジェクトの

実践ノウハウを踏まえ、教員が各グループに対してアドバイスを行う際に「アイディアの独自性

や新規性を重視すること」を付言するよう意識しました。同時に、「アイディア構築にはチーム内

の心理的安全性が重要である」「プロダクトデザインにおいては明確なターゲット設定が必要で

ある」など、チームによるアイディア構築での注意点やマーケティング思考の重要性を、教員か

ら生徒へ伝達しました。例年同様、生徒はアイディア構築に行き詰まる場面が多く見られました

が、これまでのプロジェクトで得た経験を活かしてアイディアの破棄と再構築を恐れることなく

繰り返し、自分たちの構想を限界までブラッシュアップしようと奮闘していました。 

 科学創造コースの生徒が取り組んだ「木材の科学的性質に関する実験・検証および廃棄される

スギやヒノキの葉を用いた線香製作」という課題については、今年が取り組みの初年であり、プ

ロジェクトの進行は手探り状態でした。具体には、様々ある木材の科学的性質（耐久性、吸水性、

芳香など）のうちどの要素を調査対象とするのかという「具体的なテーマ」や「その調査手法」

などをどのように設定するのか、また、スギやヒノキの葉をどのように線香として加工するのか

など、課題に取り組む全体的な「方法論」を構築するところからスタートしなければならなかっ

たため、生徒だけで課題に取り組むのではなく、これまで学んできた研究スキルを総動員し生徒

と教員が協働して取り組む総力戦の体制を組むことで、問題を乗り越えていく方針をとりました。 

 

 

 こうして数週間にわたる準備を行った後、各グループの取り組み成果をプレゼンする成果報告

会を実施しました。今年の林業プロジェクト成果報告は地域創造と科学創造コース２年生が取り



組むクエストエデュケーションおよび課題研究の成果報告会と合同で実施するように調整しまし

た。また今年も、YouTube Live を用いて生徒のプレゼンを生配信し、永田木材様と本校教員のみ

が参加した昨年の報告会よりも多くの方々にプレゼンをご覧いただけるような手法をとりました。

結果として、昨年を上回る関係者にリアルタイムで配信を視聴いただき、大学関係者から発表に

関するフィードバックを受けることも出来ました。また、保護者に向けてもライブ配信の実施と

アーカイブ機能による後日視聴が可能であることを告知すると同時に、感染症流行度合いの鈍化

を受けて成果報告会場に直接保護者を招いて生徒の報告を観覧してもらう機会を設けました。生

徒らのプレゼンは各グループ３分の持ち時間で行われ、これまでのプロジェクト培ったプレゼン

テーション技術を総動員して自分たちのアイディアを発信していました。生徒にとっては、会場

の参加者以外に全国の関係者や離れた保護者からプレゼンを評価されるという状況は非常に緊張

感があったようで、一年間の締め括りとしてふさわしい成果報告になったと感じています。 

  

▲左：プレゼン資料             右：発表の様子 

 

＜活動プロセス＞ 

総 時 間：24 時間 

成  果：プレゼンテーション資料 8 種、成果報告会記録動画 

（動画 URL：https://www.youtube.com/watch?v=iCb-C_VRkQ4&ab_channel=SA） 

使用機材：プロジェクタ、大型スクリーン、配信用機材（ATEM Mini、ノートパソコン、ビデオカ

メラ、モニター、スピーカー、各種ケーブル） 

 

＜活動の検証＞ 

 林業プロジェクトは、本校地域創造および科学創造コース 1 学年における最後のプロジェクト

であり、次のようなカリキュラム上の目的をもって設定されています。 

 

【地域創造コースにおける林業プロジェクトの目的】 

①：1 学年における 5 つのプロジェクト中、空間的・概念的に最も広いフィールドを設定（ほぼ

浜松市全域を対象とし、「衣」「食」「住」すべての分野を包含）することで、アイディア構

築における多面的な思考を養う。 

②：「アイディアの構築とプレゼンによる発信」という抽象度の高いタスクを主題とすることで、

発想力・ロジカルシンキング・クリティカルシンキングを育てる。また、プレゼン資料の作

成や発表を通じて、表現力や発信力を育成する。 



③：アイディア構築やプレゼン準備などを協働して行い、次年度から始まるクエストエデュケー

ションで必要となる協調性・コミュニケーション能力などを確立する。 

 

【科学創造コースにおける林業プロジェクトの目的】 

①：「調査・製作とプレゼンによる発信」という抽象度の高いタスクを主題とすることで、発想

力・ロジカルシンキング・クリティカルシンキングを育てる。また、プレゼン資料の作成や

発表を通じて、表現力や発信力を育成する。 

②：アイディア構築やプレゼン準備などを協働して行い、次年度から始まる課題研究で必要とな

る課題発見・情報分析能力などを確立する。 

 

これらを踏まえて生徒によるプロジェクトの振り返りを見ると、教員側で設定した目的や改善

点は、概ね意図した通り生徒へ伝わっているように感じました。振り返りシートには、「アイディ

ア構築には色々な角度から広い視野で物事を見ることが大事だと感じた」などの感想があり、実

際の様子を見ていてもそのように生徒らが悩んでいる場面が多々ありました。また、２学年との

合同実施とライブ配信によって成果報告会を昨年度よりも大規模化したことも良い影響をもたら

してくれました。まず、上級生である２学年の成果報告を見ることで経験値や技量の差を体感し、

次年度以降のモチベーションに繋げることができた生徒が現れました。また、配信先を含む多く

の視聴者に見られながら発表を行うという緊張感は、それが無事に終わった際の達成感を増幅す

る方向に働き、生徒の自尊感情や自己肯定感に対してプラスの効果を与えてくれました。 

また、今回のプロジェクトは地域創造と科学創造両コースの合同プロジェクトとして実施しま

した。具体には、「天竜地域の森林」という一つのフィールドを「林業」と「木材科学」という異

なる二つの視点から捉え、地域創造と科学創造相互の視点からアウトプットを生み出すことで、

生徒に複眼思考の重要性を認識してもらうことを目的としています。生徒の振り返り見ると、こ

の取り組み自体はおおむね目的を達成したと考えられます。一方で、合同プロジェクトであるゆ

えにコース毎の進捗管理が必要となり、全体のマネジメントに必要なコストが上昇したことは改

善の余地がある点でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



５．２年生のクエストエデュケーションの取組 

（1）クエストエデュケーション総括 

高校 2 年生を対象としたクエストエデュケーションは、高校 2 年生から 3 年生前半にかけて

継続的に取り組むプロジェクトで、1 年生次には 5 つのプロジェクトを実行していた事に比べ

ても時間・活動内容のスケール的にも大きなものとなります。1 年生のプロジェクトでは取り

組むべき課題は、各プロジェクトの共同実行者であるコンソーシアムメンバーから示されてい

ました。クエストエデュケーションでは、この課題の発見からアイデアの構築、そしてその実

行検証までを取り組みの範囲としました。  

実際にクエストエデュケーションとして各プロジェクトを実行する中で、最も大きな障壁は

課題の設定でした。取り組む方向性が近い生徒でチームを構成し、合計 8 つのチームでスター

トしました。どのチームも最初は自分たちのやりたいアイデアを取り上げてしまい、そのアイ

デアが地域のどんな問題や課題を解決するのか、そしてどのような効果をもたらすと予想され

るのかを考慮していませんでした。自分たちのアイデアを実行することで地域の魅力発信や課

題解決に負う貢献できるのか、自分たちの興味関心が優先されてしまい最終的な目標と逆転し

てしまう傾向がみられ、この修正に大きな時間がかかってしまいました。  

もう一つ大きな問題は、共同する企業や団体の状況によって協働計画そのものが消滅してし

まうことでした。コロナ禍において地方の企業は大きな打撃を受け、企業の経営意外に余力を

さけない状況や担当者の異動・移籍がありました。そのため、順調に進んでいたクエストも計

画の変更を余儀なくされてしまいました。  

こうしたクエストを実行するには逆風の中、生徒達のアイデアと協働していただく企業との

マッチングには学外のコンソーシアムメンバーや運営指導に関わる金融機関のイベント「ビジ

ネスマッチングフェア」での依頼増加が大きな力となりました。実際に CM 制作紹介の場を頂

いたり、試作協力企業を紹介いただいたりと、生徒達がアイデアを実行するための重要な存在

となりました。実際に専門に取り組む企業の方々と相談や試作を行っていく中で、プロフェッ

ショナルの方々からいただける助言が、その後の課題解決の進展に大きな効果を与えたと感じ

ました。こうした効果は、本校のコンソーシアムは民間企業や団体を中心に構成されているこ

とが、多くのクエストの実行数と実行速度を達成することができた大きな要因であったと分析

しています。 

またクエストエデュケーションをどのように評価するかについても大きな課題でした。1 年

生の 8 つのプロジェクトは実施後にそれぞれ評価を行ってきましたが、クエストエデュケーシ

ョンではコース内での中間報告・年度末の成果報告に加え、外部コンテストへの応募を加え、

３つの評価地点を設けました。外部コンテストを活用することで、生徒達が取り組む課題に対

して教員以外の客観的評価を導入することができるとともに、生徒自身が取り組む課題やアプ

ローチの効果を可視化したりアウトプットしたりする機会となりました。その結果、海のポス

ター甲子園では特別賞を、観光甲子園 2022 SDGｓ修学旅行部門では決勝進出の入賞をはた

す事ができました。こうした学外のコンテストや大会で得た取り組みへの評価は、生徒たちの

自己肯定感を大きく高めるきっかけとなるとともに、取り組みを可視化するために重要な役割

を果たしました。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



（２）摘果ミカンプロジェクト 

➀：クエスト概要 

元々，探究活動の一環としてポスター撮影を市内山間部で行っていた際に，生徒がミカン畑の

中に落ちていた無数のミカンを見て疑問を抱いたところがきっかけとなりました。生徒は，ミカ

ンの栽培過程で発生する摘果ミカンは廃棄されることを知り，何とかして食べられないかという

発想を持ち，最初は 2020 年にシロップを作りました。しかし，結果は継続性の観点からうまくい

かず，加工方法を模索していたところ，2021 年に摘果ミカンをジャムに加工してみたところジャ

ムとしての価値を見いだすことができました。昨年度は本校の食堂と市内の飲食店でジャムを使

用したメニューが提供されました。今回のクエストエデュケーションでは昨年度のジャムを引き

継ぎながら新しい分野にもチャレンジすることになりました。 

プロジェクトメンバーは，1 年次のおにぎりプロジェクトから食の分野に興味のある生徒 7 名

で構成されました。 

 

➁：概要 

プロジェクトでは，協力していただいたミカン農家のご厚意により摘果されたみかんを提供し

ていただくことができました。品種としては「早生」と「青島」という収穫時期の異なる 2 品種

の加工にチャレンジしました。ジャムに加工していく中で気を付けた点は，摘果ミカン自体が廃

棄されるものということで，エシカルの要素があるのかというところと，食品にあたるので安全

性に注意して作業に取りかかりました。加工場所は学校の調理室を使用し，工程は大きく分けて

洗浄・加工・調理・パッキングとなりました。洗浄ではミカンの皮も使用するため，表面に付着

している農薬を重曹で 2 回，水洗い 2 回の計 4 回洗浄を行いました。加工では昨年度から導入し

ている手動のスライサーで機動力が向上しました。調理では摘果されたミカンの状態を見て糖分

を調整していきました。保存料は使用せず，ジャムの粘度を上げるために少量のペクチンを使用

するのみでミカンとグラニュー糖の分量で味を調節しました。パッキングでは今回から新たに耐

熱袋を導入しコストダウンを図りました。 

 完成したミカンジャムは，・ドリンク・肉料理のソース・デザート・洋菓子などに用途が決まり

ました。 

 

③2 年生による摘果ミカンジャムを使用したマドレーヌ販売概要 

 昨年度に地元の企業（日之出物産）から摘果ミカンジャムを使用したマドレーヌの試作をして

いただきました。その際にジャムを量産化できたら大口注文で販売できる可能性があるというこ

とで，今年度の大きなテーマとしてジャムの量産化に取り組みました。 

学校の調理室の規模があまり大きくなく複数回の作業になりましたが，約 70ｋｇのジャムを納

品することができました。そして，学校での一度の作業で最大 40ｋｇのジャムを製造できること

が分かりました。また，協働してくださる企業からは保存のための容器を瓶から耐熱袋へ変更す

ることを提案されました。これはコスト面で安く済むことと，保存の際に冷凍できることで保存

期間が延ばせるというメリットがありました。商品に貼るラベルやポップは生徒が考えたものを

採用していただけることになり，原料の提供だけでなく PR する部分もこちらで考えたものが採

用されることになりました。こちらの商品は新年度になってから市内のスーパーマーケットで発

売される予定となりました。 



 

④成果の検証 

 昨年度にジャムの二次加工のアイディアとして地元の加工業者の企業と協働することができ，

今年度は無事に大量生産までたどり着くことができました。今までの単なるジャムとして流通さ

せるところから，摘果ミカンを認知してもらうという意味で，摘果ミカンの活用法の幅が広がり

ました。ジャムの製造からのパッキングに関しては，業務用で納品する際に耐熱袋に詰めるとい

うアイディアは協働している企業からの提案となりました。この手法は来年度以降さらに量産し

ていく点で改良できると感じました。そして，協働先の企業からは商品のポップの制作やラベル

のデザインを任されました。生徒は商品の魅力を伝えるために工夫を重ね，コピーライトやマー

ケティングの考え方を学ぶ良いきっかけとなりました。改善点としては，ジャムの PR 用の小分け

にしたものを今年度は製造しなかったことで，他の地元企業へのアピールするものがなかったた

め，製造過程において場当たり的なものになってしまいました。また，こちらのプロジェクトは

保健体育科の教員が担当していますが，分野としては家庭科の分野になります。担当教員の視点

としては保健分野で扱う「食事と健康」と，家庭科の調理実習の観点を教科横断的に考えながら

の活動になりました。 

 

⑤2 年生による摘果ミカンジャムを使用した料理のレシピ考案成果報告 

 今年度は，摘果ミカンをジャムに加工するだけでなく，ジャムを用いて新しい料理レシピの考

案にチャレンジしてみました。昨年度は飲食店が独自でメニューを考案していましたが高校生の

視点でメニューを考えることで摘果ミカンジャムをより PR でき，地域の魅力発信へつながると

考えました。ジャムを調味料として考えて，いくつかレシピを考案していくなかで照り焼きとジ

ャムの相性が良いことに気づきました。鶏もも肉を用いて照り焼きを調理したところ試食での評

判も良く一つのレシピとして出来上がりました。市内のいくつかの飲食店へ提案する中でユニー

クさとインパクトを残すために鶏だけでなく魚のブリの照り焼きにジャムを調味料として加えて

みました。すると魚と肉のバランスを考えても好評となったのでコンビとして出せるということ

になりました。最終的には，ブリと鶏で言葉遊び的にスペアリブの照り焼きを加えることで「ブ

リ鶏スペアリブ」となり，アメリカの有名音楽歌手と韻が似ているというインパクトをメニュー

の名前に出すことで消費者の頭に残るであろうと考えました。試食会には複数の経営者の方に参

加していただきました。そこでの意見としては 3 つで売るという面白さと，味の方も問題なく冷

めてもおいしくいただけるという意見や，お弁当にしても面白いという意見もいただきました。 

 販売までたどり着いたのは 1 社で 3 月下旬から 2 店舗にて発売することができました。こちら

のメニュー作成やポップの制作も本校生徒で取り組ませていただき生徒にとってスキルアップで

きる場となりました。 

 



  

  

  

  



  

  

 

⑥成果の検証 

2 年生のクエストとして昨年度までの流れを踏まえつつ，新しい取り組みとして摘果ミカンジ

ャムの活用法を考えました。その中で，料理のレシピに加えてみることは可能かどうかというこ

とで実践しました。食材と摘果ミカンジャムの相性を見極めるまでは失敗の連続でしたが，粘り

強く活動を支えていった中で生徒達のアイディアが磨かれていく様子が見られました。こちらの

プロジェクトも協働してもらえる企業とのやり取りをしながら，生徒が自分たちの考案した物を

プレゼンするという機会を経験できました。一方で 2 年生では自分たちができることを発信する

だけではなく，その発信により協働企業の店舗にどのような影響があったのかということを検証

できるのではないかと考えました。こちらは次年度以降の課題とし，文理融合プロジェクトとし

ての価値を見いだせるのではないかと考えました。 



 

 

摘果ミカンジャムを調味料として加えたレシピは 2 店舗の飲食店にて販売(2 年生) 

 

  

企業向けにジャムのプレゼンをする様子(2 年

生)  

摘果ミカンジャムの量産にチャレンジ(2 年生) 

 

  

ビジネスマッチングフェアへ出店(3 年生)  年度末の成果報告会(2 年生) 



（３）観光班 

①クエスト概要 

  観光班のクエストは、大きく２つの内容から構成されています。一つは御前崎市と協働して

取り組んだワーケーションの観光プロモーションと、もう一つは地元の遊園地「浜名湖パルパ

ル」の観光 PR でした。 

御前崎市は、市のプロポーザルを利用して夏に集中する観光客を分散させる事と幅広い世代

を受け入れるワーケーションイメージを創り上げることでした。ワーケーションというと社会

人、特にある程度年齢を重ねた世代が行うという印象を持っていました。生徒たちと同世代に

対象を広げるために「暮らすように泊まる」をテーマに親子で過ごす長期滞在型のワーケーシ

ョンを提案しました。思春期を迎えぎこちなくなった親子の距離を自然溢れる地域でゆっくり

と感じられる時間の中、少しずつそのわだかまりが解けていく様子をポスターとして制作しま

した。こうしたイメージ戦略を行うことで、どのように過ごして欲しいかのメッセージを打ち

出すことに取り組みました。 

もう一つの浜名湖パルパルの観光 PR は、今回の御前崎市はもちろんこれまで本校で取り組

んで来た天竜浜名湖鉄道などのポスターをご覧頂いた施設から依頼を頂きました。実際に遊園

地側の担当者と何度もヒヤリングや企画の提案を繰り返し、生徒と同年代の若い世代の利用を

促進するためのポスターを制作するという企画を実行しました。共通のテーマとるコピーライ

トを「今日は何パル？」と定め、様々な利用を促し誘客する戦略を採用しました。約３ヶ月か

けて全６種のポスターを制作し、クライアントに納品、そして成果報告を行いました。 
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③成果の検証 

  Art の力を地域に還元するという本校の活動は、特にポスターや動画の分野で長く実績を積

み重ねてきました。これまでの実績は SNS などで発信していましたが、少しずつ地域の方々に

認知されてきて、こうした地域からの依頼や協働に繋がりました。地方ではどうしても広告宣

伝業が弱いイメージがあり、浜松市においても市のプロポーザル案件を首都圏の企業が受注し

ていく事案がほとんどとなってしまいました。こうした地域の現状に対して、地域を担う高校

生が広告宣伝を担うことで、生徒達が改めて自分たちの地域を再認識することでできると感じ

ました。さらに、クライアントからの課題をヒヤリングで聞き取る、アイディアを提案する、

そしてデジタル技術を用いてアイディを形にする、そんな既存の授業では行えない学びを地域

で実践することができました。 

  制作したポスターは、第１回海のポスター甲子園で決勝大会に進み審査員特別賞を受賞する

ことができました。また浜名湖パルパルのポスターは市内を走るバス４両の中吊り広告を全面

ジャックし、R5 年度７月までの掲示を行うことが決まりました。地域に Art の力を還元する活

動は、観光の分野と高い親和性を発揮することが分かりました。今後は、こうした活動をその

ほかの分野に広げていくことが今後の課題として残りました。 

 

 

 

 



＜海のポスター甲子園＞ 

  

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 



＜浜名湖パルパルポスター＞ 

  

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



（４）林業つみき製作プロジェクト 

①クエスト概要 

このつみき制作プロジェクトは，１年生次に行った林業プロジェクトの経験を基に林業に

興味を持ったメンバーで構成されました。林業プロジェクトでは，永田木材様に授業をして頂

き，生徒たちは「天竜杉」ブランドに魅了されると同時に，安価な輸入材に国内のシェアを奪

われていることを知りました。生徒たちは，１年次に永田様から伺った森林サイクル（植える

→育てる→収穫する→使う）を多くの人々に知ってほしいと考え，「木育」をテーマに天竜杉

の魅力を発信することを目指しました。木育の視点から，対象者を保育園児や幼稚園児の子ど

もとし，天竜杉の木の香りやぬくもりを知ってもらいながら，定期的に触れてもらうために，

お片付けボックスの棚を考案しました。お片付けボックスは，上手に片づけができた際に様々

な言語で「ありがとう」と音が鳴るものです。たくさんの時間を掛けて，棚の大きさや形状，

付属のものまで構想しましたが，音を鳴らすことにこだわっていたために，技術的にも費用面

でも継続することが難しくなりました。 

生徒たちは，この構想を諦め，一から考え直し，天竜杉のつみきを作ることに決めました。

天竜杉で作るつみきは，多くのメリットがあります。例えば，生徒たちがこだわっていた天竜

杉の香りや手触り，ぬくもりを小さな頃から子どもに触れてもらうことができることに気づ

きました。つみきの大きさや形にもこだわり，子どもが飲み込まない大きさや，色々な遊び方

ができる形に設計しました。このプロジェクトのメンバーたちは，実際に自分たちでも何度も

つみきで遊び，その経験をつみきの設計や遊び方の提案に活かしていきました。 

実際に，永田木材様につみきを発注し，天竜杉とひのきのつみきを合計 600 個生産して頂

きました。生徒たちは，自分たちが構想した案が実際に形になったことに感銘を受けていまし

た。天竜杉とひのきのつみきでは，かおりや手触り，軽さに大きな違いがありました。「どれ

が天竜杉か」，などとお互いに質問しながら，木材と楽しく触れ合っていました。生産された

つみきは，実際に保育園や幼稚園への貸し出しを行っていきます。また，サブスクリプション

のサービスを展開することで，保育園や幼稚園以外の場所での利用を可能にします。永田木材

様とは，今後，地域のイベントを協働して開催する予定です。 

  

▲つみき完成時の様子 ▲香りの違いを確認している様子 
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③経過の検証 

本プロジェクトは，永田木材様にご協力頂き進めていきました。生徒たちは，１年次に永田

様と出会い，林業にかける熱い思いに触れて突き動かされてきました。永田様が発信する情報

を SNS 上で日々チェックをし，刺激をもらいながら活動をしました。尊敬する憧れの大人と

協働できることは，生徒たちにとってはとても貴重な経験です。また，自分たちの案がプロフ

ェッショナルの方から褒められることで，生徒たちの自己肯定感が上がっていくことを感じ，

地域で学んでいるからこそ得られる価値だと実感しました。 

当初予定していたお片付けボックスは頓挫しました。しかし，これまで時間を掛けて構想し

た案にしがみつかずに，一から全く異なった案を提案できたことは，このグループが成功した

理由の一つであったと思います。これは，地域創造コースが大事にしている「スクラップアン

ドビルド」の考え方であり，林業プロジェクトはこれを体現した良い例となりました。 



つみき制作プロジェクト班は，今年度ものづくりコンテストに応募しましたが，どれも予選

通過とはなりませんでした。その理由としては，論理的に説明する力が足りなかったためだと

分析しています。生徒たちは，どんなに良いものを作ったとしても，その魅力を言語化し論理

的に伝えることができなければ，地域の魅力を発信することはできないと学びました。まだ課

題の多いプロジェクトですが，来年度の２年生に引き継ぎ，持続的な活動となるよう今後も指

導していきます。 

 

（５）浴衣の新しい着用提案プロジェクト 

①クエスト概要 

 本校のプロジェクトは衣食住の観点から、地域での学びを実践することが特徴となっていま

す。本プロジェクトは浴衣そのものをデザインや加工をするのではなく、浴衣をもっと気軽に

着られるようにすることで浴衣の消費を増やそうという目的で実施されました。取り組みとし

ては大きく二つの挑戦が行われました。一つは肌寒い時期でも浴衣を着ることができる新しい

コーディネート案、もう一つは浴衣の上に羽織ることができる和洋で使うことができる新しい

商品の提案でした。マナーやルールに厳しい和装の中でカジュアルに着ることのできる浴衣の

メリットに注目し、インナーやニットを用いてより気軽に自由に着ることのできるコーディネ

ートを提案しました。実際に本校生徒が参加したイベントでコーディネートを実施し、違和感

なく着用することができると確認できました。新しい服飾商品の提案は、和装でも洋装でも着

ることができる外套でした。和装品の外套は帯を着崩すことがないようにポンチョ状に幅広く

作られている事に注目し、洋装でも着ることができるコーデュロイを用いたポンチョとして再

デザインして提案しました。実際に地元の和装メーカーが興味を示して頂き、先行試作をへて

改良版の制作に挑戦する段階まで発展することができました。 
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③成果の検証 

これまでは注染浴衣の生地を用いた配色や商品開発に取り組んできました。しかし、浴衣生

地そのものの値段が高いことや色あせや縮みなどの特性から、なかなか商品化にこぎ着けずに

いました。さらに、こうした新しく若者向けの商品を開発しても、なかなか商品開発のサイク

ルや時代にニーズに合わず、ターゲットとする若者に受け入れられることは難しい状況が続い

ていました。そこで、本年度のプロジェクトは浴衣商品を開発するのではなく、浴衣を着られ

る時期を長くすることで着る機会を増加させる事を目指しました。着る機会が増加すれば、新

たな浴衣を購入するきっかけになると考えたためです。こうしたアイディアを構築する中で、

やはり和装の伝統を重んじる方々からの批判的な指摘も頂きました。参加したコンテストでも

浴衣を着る時期を延ばす理由が明確でないと、苦戦が続いたプロジェクトでした。しかし、こ

うした状況を打開するきっかけになったのは、地元の和装品の企業との出会いでした。和装の

外套を参考に拝見する中で、洋装でも使える共通点や普段使いするための改善アイディアを思

いつくことができました。そして、専門の方々が生徒達のアイディアに耳を傾け、実際にサン

プルの制作にむけて何度も打ち合わせの機会を頂くことができました。完成したサンプルは、

協力していただいた企業の方々も商品としての可能性を感じてくださり、来年度も継続して実

際の商品化に向けた調整や交渉に入って行くことになりました。来年度行われる企業イベント

や地域の呉服店などを周り、販路の開拓に挑戦していきたいと考えています。このプロジェク

トは、１年生次に行った浴衣の配色に興味をもった生徒達が集まり取り組んだものでした。１

年生の基礎的な取り組みが２～３年生へと継続的な活動となる学びの継続性を実証することが

できたと感じています。 

 

（６）CM 動画制作・防潮堤ポスター制作 

①クエスト概要 

動画制作やポスター制作は、本校の Art の視点を用いたプロジェクトとして中心的な位置づ

けとなっています。本年度は動画やポスター制作でそれぞれ違うグループで２つのプロジェク

トが実行されました。一つは本校のコンソーシアムを構成する遠州ビジネス交流会に参画企業

のＣＭ制作、もう一つは本校の運営指導委員である浜松市からの依頼となるポスター制作でし

た。このプロジェクトは、生徒達が自分たちの課題に対して行き詰まりを感じていたところ、

新たな依頼として取り組んだものでした。 

  ＣＭ制作は、キャンプに使用するペグをＰＲするという、これまでにないジャンルの依頼で

した。商品の観察や依頼して頂いた企業からのヒヤリングを実施して、企画を練り込みました。

４５秒程度の短いＣＭでも、ストーリーや絵コンテ、カット割りなどをしっかりと制作し、依

頼者の企業とイメージの共有を行いました。その結果、昔話やＲＰＧを題材としたＣＭ２本を

制し、納品することができました。 

  ポスター制作は、浜松市危機管理課より浜松市南部に建設された防潮堤の周知を目的とした

ものでした。こちらもこれまで取り組んできた地域の魅力発進とは異なる依頼内容で、どのよ

うにして防潮堤の啓発ポスターではなく周知さえるために日常に溶け込ませるか、企画段階で

大きなつまずきがありました。何度も現地に足を運ぶ中で、少しずつ自分たちのイメージを創

り上げ６枚のポスターを完成させることができました。完成したポスターは市の防災拠点施設

や最寄り駅で掲示が行われています。 



②成果報告資料 

 
 

  

  

  



  

  

 

 

③成果の検証 

  この二つのプロジェクトに共通していたのは、本来生徒達が取り組んでいたプロジェクトが

頓挫し、その代案として取り組んだ内容であったという点です。１年生では地域創造の授業カ

リキュラムとしてそれぞれ目的が明確なプロジェクトに取り組む事で、成果を出すプロセスを

学んできました。しかし、２年生からのクエストエデュケーションでは、生徒達が自ら取り組

むべき地域の課題や対象を定めなくてはなりません。この段階で、生徒達の「やってみたいこ

と」と授業カリキュラムで設定している「地域の魅力を発信する」という上位目標が逆転して

しまい、やりたいことが優先されてしまった事がつまずきの原因であったと分析しています。

本校の特徴であるプオジェクとの実行数と実行制度の高さですが、取り組む途中で大きく軌道

修正したり、全く別のプロジェクトに移行したりするということは起こりうることでした。そ

んな状況の中、コンソーシアムや運営指導に関係する方々との繋がりが、生徒達に新たなプロ

ジェクトに取り組むきっかけを与えてくれることに繋がっていました。さらに、多くのプロジ

ェクト型学習の実践を視察する中で、当初定めた目標に向かって結果を出すことに終始してし

まうケースがあることに気がつきました。そこで本校では、スクラップ＆ビルドを重要視し、

取り組みを修正しやすいＯＯＤＡループを採用したことがこうした取り組み途中での軌道修正

や課題の変更に繋がっていると感じています。こうした状況の変化に対応しやすい柔軟なシス

テムは、プロジェクト型学習のような探究的な学びの場には適していると強く感じる取り組み

でした。 



  

 

 
 



（７）修学旅行の改善 

  本校生徒が取り組むクエストエデュケーションでは、観光の視点から取り組む事例がありま

した。SDGｓの視点を盛り込んだ修学旅行プランを構築することで、観光甲子園では高い評価

を頂きました。しかし、修学旅行プランの構築にとどまり実行性や持続性が検証できませんで

した。外部評価としても実行性への疑問視の指摘も頂く中で、生徒達の中で実際に自分たちの

プランを実行してみたいという考えが生まれてきました。本年度 8 月には昨年度準グランプリ

となった 3 年生のチームが自分たちのプランを小学生向けにアレンジして実行し、修学旅行も

探究的な学びの場にできる可能性を示してくれました。そこで、本年度から修学旅行の改善に

取り組みました。具体的には修学旅行はフィールドワークの実践研修と捉え、熊本県内で「地

域の活性化に取り組む事例を見つけ調査・考察する」という目標にむけて、各個人が調査レポ

ートを作成する形へと変更しました。しかし、範囲が広くなりすぎ焦点がぼけてしまうという

問題点も明らかになりました。そのため、来年度からは離島という閉鎖環境で焦点を絞りやす

くし、課題に向けて調査活動や実践を行うという形へ変更することに挑戦しました。いくつか

の離島を検討し、2 月には候補となった種子島で現地の行政やコーディネーター・観光協会と

協議し生徒のアイディアを実行する学びの場として修学旅行を実施することに理解・賛同頂き

ました。本年度、生徒達が観光甲子園で提案した「コンテンツツーリズム」を検証、そして実

証するための機会として設定することとになりました。修学旅行先で生徒達自身が映像コンテ

ンツを制作するプロジェクトを実行することで「訪れた先が生徒にとっての自分たちだけの聖

地となる」というサードプレイスの創造を目指した新たな価値観の修学旅行プランでした。こ

の取り組みは全国大会決勝 5 校に残る入賞の成果を残すことができました。こうした現地との

交渉は、生徒の活動を深く理解しているコーディネーターだからこそ、可能になった取り組み

であると感じています。Ｒ5 年度は、この交渉や現地調査を活かし、実際に生徒達が構築した

修学旅行プランを実行していく計画です。  

 

＜成果概要＞ 

・熊本での探究的修学旅行の実践  

・観光甲子園 2022 ＳＤＧｓ修学旅行部門でのプラン提案  

・Ｒ５年度に向けた探究的教育旅行への改善（種子島での実施を模索中）  

 

 

 

  



（８）教材化に向けて（自校地域のみの実践の限界） 

  地域創造コース 2 年生で行うクエストエデュケーションは、昨年度はじめて実施した地域創

造コース 1 期生の実践検証を踏まえて実践しています。上級生が外部コンテストに参加するこ

とで活動評価を受けるようになると、生徒たちは自分たちの活動を他校の活動との差別化を強

く意識するようになってしまいました。自分たちだからこそ実行できたアイデアは重要ですが、

それが本校だけの特異的な活動になってしまう懸念がありました。こうした傾向が見られた原

因は、活動の成果発表として外部のコンテストを利用しましたが、その結果にこだわりすぎた

結果だと分析しています。地域での学びは、その地域の特色は反映することはもちろん大切で

すが、様々な地域でも取り入れて実践してみたくなる仕組み作りも大切だと考えています。1

年生で取り組んでいる 5 つのプロジェクトが、徐々に他校からの実践の問い合わせをいただく

ようになり、本校での共有化に向けた実践は進んで居ます。そこで本年度のクエストエデュケ

ーションでは、特殊な地域性や技術を用いず、汎用性の高いアイデアを構築することを目指し

ました。 

 

 

６．３年生のクエストエデュケーション 

（１）３年生の位置づけ 

  ３年生のクエストエデュケーションは、本年度が初めての実施となりました。３年生の位置

づけは成果の地域への還元と将来の自己実現に向けての取り組みでした。２年生の１年間をか

けた取り組みの成果を、どのように地域に還元するのかが課題でした。本研究の運営指導委員

として参画している浜松いわた信用金庫の協力を得て、地域の企業イベントにブース出展する

機会を頂きました。これにより、生徒達が取り組んだ成果報告をするとともに、実際にアイデ

アを採用したいと考える企業にむけて生徒が直接 PR する機会を得ることができました。さら

に生徒の取り組みをインスタグラムや YouTube で配信している効果が少しずつ現れ、動画制

作の依頼や番組の出演依頼が増加するようになりました。発信活動を通じて地域への成果の還

元とともに、後輩達に活動を引き継ぎ持続させることや後輩達への指導を行う役割を担って欲

しいと考えています。実際に、半数程度の生徒がプロジェクトを維持して、実行に挑戦しまし

た。こうした活動経験を活かして、学年年の後半はその先の進路の実現に向けて挑戦する学年

と位置づけています。 

 



 

 



 

 



（２）ビジネスマッチングフェア（7.27-28） 

  地元の金融機関「浜松いわた信用金庫」主催のビジネスマッチングフェアに企業ブースとし

ては初となる高校の出展を行いました。出展にあたっては、本校の運営指導委員として浜松い

わた信用金庫様が参画しており、出展内容やブースについて連携して調整することができまし

た。2 日間にわたり展示を行い、地域の様々な企業や団体の方に本校の取り組み成果をご覧い

ただくとともに、様々な協働の打診や依頼をいただきました。協働案件の開拓の場としてだけ

でなく、取り組み成果を地域の方々に共有する場として有効でした。次年度も継続して出展で

きる環境整備に当たります。 

 

 

（３）アイデアの実行 

 ①観光プランの実行 

  ３年生では３つのチームが自分たちのプロジェクトを継続して実行していました。その中で

も観光チームは２年生次に観光甲子園 2021 で全国 2 位となった自分たちのアイデアを、実際

の観光プランの実行に移す取り組みに挑戦しました。本校では 2 年生次に外部のコンテスや大

会などに参加しますが、応募作品を分析する中でアイデアだけに留まってしまい実行不可能な

ものも多く見られる傾向が分かりました。そこで本校の観光チームは放置竹林の竹を用いた「伐

加工→食品化→いかだ作り→竹炭化」のプロセスを観光パッケージ化し、地域の小学生を対象

に SDGｓの観点から地域を学ぶ 2 日間の体験学習を企画しました。実行には三ヶ日観光協会

の方々の大きな支援を頂き、協働で開催することができました。多くの小学生が参加し、本校

生徒が指導役となって食品やいかだ作りに挑戦しました。参加者や観光協会の皆様からも高い

評価を頂き、継続的な実施にむけて今後問題点を洗い出していくことになりました。これは、

本校で生徒がクエストエデュケーションで実行するプロジェクトが地域の方々との協働となっ

ており、地域課題に真摯に向き合ってきたからこそ実行することができたと感じています。  



 
 

  

 

 

②地元企業の CM 制作 

地域への成果の還元として参加したビジネスマッチングフェアですが、実際に 2 つの企業の

CM の受注と、地域の幼稚園との協働が実現しました。生徒が主体的に取り組んできたからこ

そブースでの接客や受注に向けた PR が可能であり、また取り組んだ内容のクオリティを妥協

しなかったからこそ、企業のオフィシャルとして制作依頼を頂くことができたと感じています。

そのための、撮影や編集環境を整備することが、本年度の研究でも大きな役割を担いました。

高校生だからという言い訳をせず、アイディアを形にするクリエーターをして捉えることでそ

の表現力を大きく伸ばす教育活動が行えたと実感しています。  

  



  

 

 

③3 年生による摘果ミカンジャムを用いた食育 

本プロジェクトは当初予定していたものではありませんでした。きっかけは，3 年間の成果

を発表する場として設定し，企業と協働できるきっかけにもなる『ビジネスマッチングフェア』

という地元の信用金庫が主催するイベントに参加したことでした。こちらのイベントは企業同

士がアイディアを持ち寄り協働していくきっかけを提供しているものになります。本校は実際

に企業と協働してきた実績があるので，イベントに参加するスタンスも単に成果を発表するだ

けでなく，生徒達は企業から仕事の依頼を受け，実際に協働するところを目標に掲げて参加ま

での準備を取り組んできました。 

  イベント当日は，面白いと興味を示してくれる企業もありましたが，なかなかつながること

ができずに苦戦しました。その中で，地元の保育園とつながることができ，保育園からは高校

生が園児に向けて摘果ミカンというものを知ってもらうきっかけを与え，保育園の管理栄養士

の方に摘果ミカンジャムをお菓子に加工していただけることになりました。そこで，生徒達は

依頼を受けて準備を始めましたが，プレゼンをする相手が今までの大人や企業の方々ではなく

保育園児ということで工夫をする必要が出てきました。発表前日まで準備をしてたどり着いた

のは，保育園児にも興味を持ってもらうためにプレゼンのスライドに文字を無くし，演劇の要

素を取り入れストーリーとして伝わるようにしたことと，園児にも体験してもらえるようなオ

ブジェを作って持って行きました。当日は受け入れ先の保育園も非常に協力的で園児との交流

もスムーズに進みました。 

 今回のプロジェクトは家庭科の保育の分野に通じることがありますが，担当したのは保健体

育科の教員でした。このように教科を横断した取り組みができることが地域創造の授業の特徴

になります。家庭科分野の保育と，保健分野の食育というところはうまく繋がることができま

した。また，チームとしては摘果ミカンジャムを通して地域の魅力を発信していくというコン

セプトでプロジェクトを進めていましたが，食育の分野まで到達することは当初の計画にはな

く，OODA ループの考え方で運営していたからこその結果になりました。今回のプロジェクトは，

パッケージ化して地元の複数の保育園と協働していくことが可能であると考えました。 



  

保育園にて園児にミカンの摘果を疑似体験 (3 年生)  園児に分かりやすくプレゼンする様子(3 年生) 

 

 

 

 

 

 



（４）１期生 進路・キャリア形成総括 

①志望学部系統と地域創造コースでの学びの影響 

地域創造コース 1 期生が間もなく 3 年間

の学びを終えるにあたって，卒業後の進路選

択やキャリア形成の視点から振り返る。  

まず，生徒が高校卒業後の進路選択にあた

って，志望した学部系統は右表の通り。経営

を学ぶことを志す生徒が 9 名と突出してい

るものの，その他にも幅広い学部系統を志望

する傾向が見られた。 

また，そうした学部系統への関心に地域創

造コースでの学びが影響していたかどうか

をアンケート調査したところ，「とてもある」

「まあある」が 62％と過半数を占めた。3 年

間の地域創造コースでの活動が，生徒の進路

実現においても，多様な進路選択の背景にあ

ったものと推測される。 

 

 

 

 

～生徒のアンケートシートより～  
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②地域創造コースの学びと推薦入試 

 また，進路実現においては，何らかの推薦入試

を利用した生徒がコース全体で 93％を占めた。

加えて，推薦入試を利用した生徒に地域創造コ

ースでの活動は推薦入試の際に活かせるもので

あったかどうかをアンケート調査したところ，

「とても活かせた」「まあ活かせた」と回答した

生徒が 80％に及んだ。 

近年，大学入試選抜の多様化が進む中で，総合

型選抜や学校推薦型選抜の募集人員が拡大して

いるが，そうした入試の変化と併せて，コースの

コンセプトである「学力だけでは測れない力」の

涵養が生徒の実感を伴う形で実を結び，自身の強

みを進路実現に活かそうと推薦入試に挑戦する

流れが生まれたものと考えられる。  

 

 

～生徒のアンケートシートより～ 

 

 

③地域創造コースの学びとキャリア発達 

 加えて，「３年間の学びを振り返って，地

域創造コースでの活動は将来役に立ちそう

か」についてアンケート調査を行ったとこ

ろ，「とても役に立ちそう」と回答した生徒

が 70％，「まあ役に立ちそう」と回答した

生徒が 30％となり，「あまり役に立ちそう

にない」「全く役に立ちそうもない」という

否定的な回答は 0 件であった。 

「卒業後の進路実現」という目先の目標

だけでなく，「キャリア発達」「キャリア形

成」という視点で 3 年間のコースの学びを

振り返った際，生徒一人ひとりが，この 3 年間の学びから得るものがあったという実感を得られ

ていることが非常に意義深いと考える。好きなことを一生懸命に学び，自分に必要な能力を高め

ていく力の涵養を目指した地域創造コースのカリキュラムは，将来，社会的・職業的に自立し，
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社会の中で自分の役割を果たしながら，自分らしい生き方を実現するための力を修養するという

キャリア形成につながるものであったといえる。  

さらに，同アンケートの生徒のコメントでは，コミュニケーションスキルや論理的思考力，他

者と協働する力，創造性，柔軟性などが身に付いたという意見が多く見られた。いわゆる「ジェ

ネリック・スキル」に繋がるこれらの力の育成に地域創造コースの学びが大きな影響を与えた点

が，この活動のもうひとつの大きな意義であったといえる。不確実性の増す今後の社会を生きる

子どもたちには，答えのない問いに向き合い，柔軟に課題解決する力が求められている。地域の

課題に対して多様なアプローチにより 1 つではない答えを追求する地域創造コースの学びは，「地

域で学ぶ」活動の中で，物事を正確に理解し，それを活用したり，複雑なニーズに応じるための

「リテラシー」や「コンピテンシー」の育成につながるものであったといえる。  

 

～生徒のアンケートシートより～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



（５）さらなる活動のための改善（課外活動の設定） 

 学校設定科目として地域創造概論・演習を設け、週 4 時間の活動でプロジェクト型学習に取り

組んでいます。しかし、授業内の活動にとどまらずさらなる活動に挑戦したいと考える生徒も現

れてきました。こうした生徒達の探究的な学びの受け皿として、希望する生徒にたいして放課後

に活動することができる課外活動（部活動）を本年度より実施しました。本校では放課後に探究

的な学びを実践する「探究活動」を部活動と同じ位置づけており、こうした地域との協働にとり

くむ活動はありました。しかし、本年度は部活動として定期的な活動に取り組むことで、さらな

る探究活動に取り組みたい生徒が活動の幅を広げるこことにつながりました。授業内では年間に

1 回程度の大会参加しかできないカリキュラムですが、部活動の活動をつなげることでさらに多

くの場に生徒達のアイディアを披露することができるようになりました。本年度は、第 7 回 SBP

交流フェアでは全国 2 位となる三重県知事賞、福山大学主催の高校生ＣＭコンテストポスター部

門では全国 1 位となる金賞、静岡理工科大学主催の高校生モノづくりコトづくりプランコンテス

トでは第 2 位となる優秀賞、岐阜協立大学主催の第 5 回 高校生ビジネスアイデアコンテストで

は第 1 位となる最優秀賞、観光甲子園 2022ＳＤＧｓ修学旅行部門では決勝進出の入賞を果たすこ

とができました。成果を残し生徒達の自己肯定感が高まるのを感じた一方で、授業で取り組むプ

ロジェクトと乖離がみられてしまい授業との連続性が弱くなってしまったという問題も明らかに

なりました。部活動として生徒達がさらなる活動に取り組む場や体制は作り上げたものの、今後

は授業との連続性や系統性を考え、授業と課外活動をシームレスにつなぐ仕組み作りが急務であ

ると感じました。来年度は、この改善に取り組んでいきたいと考えています。 

＜第 7 回 SBP 交流フェア＞ 

  

  



  

  

  

  



  

 

＜高校生モノづくりコトづくりプランコンテスト＞ 

 
 

  

  



  

  

  

  



  

 

＜観光甲子園 2022 SDGｓ修学旅行部門＞ 

  

  

  



  

  

  

  



  

 

＜参考資料 大会一覧＞ 
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